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第一章












　起き抜けの耳に、甲高い音が響いたような気がした。

『ぴんぽーん』

　時計を見れば、朝八時。今日は日曜日で昼まで寝ているつもりだったが、その計画は無残に打ち砕かれた。

　朝から何の用だろうとのっそり起き上がり目を擦ると、黒髪のボブヘアが乱れて、慌てて耳に髪をかける。

　くたびれた顔を見られるのは嫌だが、宅急便のお兄さんなら見慣れているだろう。

　しかし、宅配便が届く予定はない。もしかしたら父親が何か送ってきたのかもしれない。

　病の母親がベッドの上で暇を持て余して作った季節外れのマフラーが贈られてきたのかも。

　とにかく早く出ないといけないと、半袖の寝間着の上にカーディガンを羽織っただけでドアを思わず開けた。

　すると、目の前にこんもり広がるバラの花束。

　鼻先にバラの香りがふわりとして、思わず息を吸い込んだ。

「大好きです。桃」

「もも？」

「とてもとても、心から愛しています！　だから結婚してください！」

　多少芝居染みた言い方に顔を引きつらせつつ、顔を見ようとした。

　バラの花束をどけて男性を見れば、ふわふわの黒髪がワックスで整えられている。

　長身の背で深く頭を下げ、顔を上げる様子もない。

　光沢のあるスーツを着込み、どう聞いてもプロポーズの言葉にしか聞こえない。

　だが、残念ながら相手を間違えている。

「私、香川かがわ三久みくと申しますが。人違いですよ？」

「そんなバカな。ここに住んでいると聞いたんです」

「いえ、学生時代からずーっとここに住んでいますので。八年前ですよ、私がここに引っ越して来たの」

「嘘だ……」

「嘘もなにも」

　がっくりとうなだれる男性の顔はあまりよく見えないが、人生最大の山場を前にすっぽかされたのだ。相当ショックだろう。

　男は深いため息を何度も吐いてから、しょげるように三久を見てきた。

「こんなんばっかりなんです」

「はあ。それは、まあ……。でも、彼女の住んでいるところを事前に確認しなかったんですか？」

「まさか偽るなんて思わないでしょう？」

「そうですね。確かに。そういうことをする人が悪いと思います」

　三久は同情の眼差しを向ける。

　男性は目を伏せて顔は見えないが、落ち込んだ様子なのは確かだ。

「その前にも色々あって、今度こそはと意気込んでいたんです」

「まあ、あの、私は桃さんじゃないので」

　そう言って、ドアを閉めようとした時だった。

　ドアを押さえられ、「待ってください」と止められる。

　顔を引きつらせて振り向けば、真面目な顔をした美男子が自分を見つめていた。

　くりんとした瞳が自分に助けを求めて潤んだ目を向けている。

　背も高いせいか、大型犬がはうはうと次の食事をくれないかとおねだりするような感じにも思えた。大きな口がもう一度切なそうに「待ってくれ」とぽつりと呟く。

「ごめんなさい。大丈夫ですか？」

「いや。かなり落ち込んでいます。良かったら話を聞いて欲しいのです。何かの縁だと思って」

「……いいですよ」

　三久は同情心と日頃男性と接することもないせいか、思わず気を許した。

　ただし、会ったばかりで部屋に上げるわけにはいかないと、外のカフェで話を聞こうと説得する。ここで強引に部屋に入りたがるようなら不気味だと思ったが、落ち込んだまま頷いて、アパートの共用の廊下にすぐに引き下がった。

　三久はひざ下丈のスカートに白いブラウスを着て、メイクも丁寧にすると、なんで見知らぬ相手に自分がこんなに一生懸命なのだろうと疑問が湧く。

　しかし、放っておけなかった。それに、少しだけ胸がときめく。

（失恋したばかりの人だから、真面目にお話聞こう）

　出かける用意を済ますと、ドアの前で待っていた男の顔がわずかに明るくなった。

「お綺麗です」

「え……？」

「いえ！　勿論、桃には負けます。じゃあ、カフェに。たっぷり話を聞いて欲しいです」

「そうですね。乗り掛かった舟ですし、今日は何も予定はありませんから」

「俺は水上みなかみ常盛つねもりと言います」

「改めて、香川です」

　ふたりで頭を下げると、長身の彼と頭がぶつかった。

　頭を摩さすりながら顔を見ると、水上と視線が合ってどきりとする。

　慌てて視線を逸らして、外に出ることにした。

　アパートから歩いて三分くらいのところにチェーン店のカフェがある。

　水上を促し、少し距離を置いて先を歩いた。トボトボと付いてくる水上を置いていかないように、ちらりと後ろを振り向く。

「すみません」

「いいえ。それにしても、カッコイイ彼を捨ててどこに行っちゃったんでしょうね」

「……本当ですよ」

　カフェに着くと、水上はすぐにコーヒーを買いに列に並んでくれ、三久は席で待つことになった。

　お世辞抜きに水上の容姿はカッコイイ部類に入る。

　ラフな髪型も似合っているし、人懐っこい顔も可愛らしいが、時々真面目な眼差しを向けるので、どきんとさせられた。

　そんな人に嘘を吐いていたなんて、信じられない彼女だ。

　水上はコーヒーを手にして三久のところに来ると、向かいに座る。

　手慣れたように、自分の前に差し出してくれる様も三久の心を高鳴らせた。

「彼女、嘘の住所を俺に教えていたんでしょうか。彼女のことを他には知りません。スマホで連絡してみます」

「もう追いかけるのを止めた方が」

　そう言うと、水上の目がじわっと潤んだ。

「フラれたんですよね。俺」

「そう考えるのが、妥当かと。あっ！　もしかしたら住所を間違えていません!?」

　三久も苦し紛れに言うが、正直、プロポーズされるまで部屋に上げないことにも疑問が湧く。

　想像だが、水上が一方的に住所を聞き出す形でプロポーズをしたような気がしてならない。

「あの、これです」

「どれどれ。あれ、ここ、うちのアパートじゃないですよ。番地が違う」

「え……」

「でも、こんなところにアパートなんてあったかな……。調べてみますね」

　三久がスマホで住所を検索してみると、その場所にアパートなどなかった。

　古くからの戸建てが立ち並ぶ地域で、スーパーに行く時によく通るのだ。

「じゃあ、俺完全にフラれたんですね」

「……」

　三久は言葉にならなかった。

　二十八歳になってまだ処女という秘密こそあれ、片思いならたっぷりとしてきたからだ。

　密かに想い、陰ながらに玉砕する。

　そんなことを繰り返していた。

　自然と恋愛には奥手になるし、自信もない。

　病床の母曰く、『猫背を直せばいいのよ』と言われるが、大好きな本を読む時の恰好は前かがみだ。

　この癖はもはや直らないに等しい。

　今は必死に背を伸ばしているが、正直なところ背が引きつり痛い。

　けれど、水上の心の痛みを思えば楽なものだろう。

「私も、恋は苦手で」

　思わず口にしていた。

　水上の顔がそっと上がると、三久は続きを口にする。

　なんで言ってしまうんだろうと思いつつ、理由は明白だ。

　二十八歳独身ＯＬに向けて放たれる言葉は、『結婚は？』『仕事優先なの？』と心を抉るものばかりだ。加えて、三久の母は一か月前から肺炎を拗らせ入院している。

「いつも片思いして失恋ばかり。会社じゃ結婚しろってうるさいし。そんなこと言うなら結婚相手を用意してくださいって感じですけど。急かす人って、言うだけ言って、何もしてくれないんですよね」

「うんうん。それで？」

「え？　ええ。それで、だから、私もそれなりに結婚というワードはちょっと辛いものがあります」

「俺の今の気持ち分かってくれますか？」

「分かりますよ！　落ち込んでることくらい。お話ならいくらでも聞きますよ？」

「お話じゃなくて、俺、三久さんと結婚したい」

「はい？」

　聞き間違いだろうかと思ったが、水上の眼差しが熱っぽく自分を見つめていた。

　さっき失恋して、いきなり自分を結婚相手に選ぶなんて信じられないと、思わず苦笑いをしてかわす。

「冗談はやめてください。私たち、さっき出会ったばかりですよ。水上さんは、さっき恋人にフラれたんですよね？」

「そうですね。でも、恋っていつ訪れるか分からない。ひとめぼれ、それが理由じゃだめですか」

「そんなバカな」

　三久はおかしな人に引っかかっていると思い、立ち上がろうとした。

　しかし、あることを思い出したせいで、そのまま立ち去ることは出来ずに立ち尽くす。

　母親の体調が優れないのだ。

　たかが肺炎だからと入院したのだが、もう一か月。

　良くなる兆しもなく、気弱になる母親が言った言葉は「孫が見てみたい」だった。

　ちらりと振り向けば、同じく結婚したいとせがむ人がいる。

　水上に同情の気持ちも湧いていた。

　普通なら、逃げるように立ち去るだろう。

　あの時のお見合いが上手くいっていれば、きっとこんな窮地に立たされることもなかった。

　思い出すだけでも、惨めで悲しい気分になる会食だ。

　人生で一度きりしかないであろう結婚のチャンスだったのに、相手のやる気はゼロ。

　そして今後も、三久に結婚の話が舞い込むきっかけがあるとは思えない。

　三久は追い詰められるように、椅子に腰を下ろした。

「あの、形だけの結婚でも」

「偽装結婚？　どうして？」

「実は、私、母親が病気なんです。だから、少しでも幸せになったところを見せたくて」

「どんな理由でも、俺と結婚してくれるなら、必ず幸せにします。もう同じ失敗はしません」

「桃さんみたいな？　あれは失敗というか、騙されたんですよ」

　三久が寂し気に言うと、水上がはっと目を見開いた。

「……ああ、そうだった」

「そうだったって……。忘れたみたいな言い方して。こんなことでもなければ、結婚しませんから」

「いいですよ。どんな理由でも、三久さんが傍にいてくれれば、俺は構いません」

「さっきから三久さんって、気安く呼ばないでください」

　結婚相手は見た目の誠実さとは違い、ただのチャラい男かと思うとがっくりするが、もう悩む暇もない。

　少しでも水上にときめき、恋のような想いを抱いたのだから、結婚出来るかもしれない。

　一生添い遂げなくても良いだろう。

　水上のチャラい考えなら、そのうちどこからともなく女性を連れて、結婚すると言い出すに違いない。そうしたら、頃合いを見計らい別れを切り出してくれるだろう。

「三久さん。じゃあ、今日は少しデートでもしましょうか」

「え……」

「月曜日になったら、婚姻届を市役所に提出。これで問題ありませんね？」

「は、はい」

　とんでもないことを約束していないか、実はチャラい男ではなくて、結婚詐欺の類の人間だったらどうしようかと思うのだが、水上の人懐っこい眼差しを見て、また胸がきゅんとなる。

　さっきまで潤んでいた瞳が、今度は熱っぽく自分だけを見つめていた。

　恥ずかしくて顔を逸らすと、くすっと笑われる。

「恋愛経験は片思いだけ、でしたっけ？」

「そ、そういえば、そんなことを言ってしまいました」

「俺も、その気持ちがよく分かります。だから、大切にします」

「そんなこと言わなくても、私、ちゃんと結婚生活しっかりやりますので」

「義務で？」

　思わぬ質問に、三久の心臓が飛びはねた。

　義務以外に結婚生活を成立させる方法があるのだろうか。

（恋……しろって意味？）

「義務以外にも大切なことってありますよね？　もっと深い関係になるとか」

　水上の目が艶やかに光る。

　何を言われたのか、はっとして顔を染めた。

　昼にもならない朝のカフェで、猛烈にアプローチをされるだけでなく、異性とエッチについての会話をするなど想像もしたことがない。

「ああ、そうだ。これ、警戒されても困るので名刺です」

　そう言って、水上は胸ポケットから名刺を出した。

　ブランド物の名刺入れから、一枚綺麗な紙が出されるとそこには整った書体で『水上常盛』と書いてあり、輸入食品を取り扱っていることで有名な会社が書かれていた。

　そして役職は『社長』。

「あ、の」

　名刺を手にしながら、震えそうになる。

　人生で二度目の社長との出会いだ。

　一度目は見合いで、二度目がかなり強引な結婚。

　普段から周りに迷惑を掛けないようにとか、ゴミ拾いとか、少しだけだが良いことを心掛けていた。実は、ほんの少しの見返りを求めて。

　母親が入院した時、自分は何か悪いことをしたかと神様を恨んだし、退院出来ないことも不安だった。普段の心掛けひとつで人生が変わるならと、些細な良いことの積み重ねをしていた。

　その恩恵だとしても、いきなり社長から求婚はあり得ないと、名刺を持ったまま水上を見つめる。

「あの、他にもお相手がいますよね？」

「いません、三久さんだけです」

「そんな……こと」

「信じられないなら、信じてもらうまでですよ？　今から買い物に行きましょう。どこに行きたいですか？」

「待ってください。私のこと、何も知らないのに、そんなことまでするなんて――」

　三久は思わず声を上げていた。

　水上は、偶然部屋を間違えただけだ。

　ひとめぼれで結婚したい、そう言われたが、三久の容姿はごく平凡だ。

　背丈も体重も、一般的。顔だって、目がくりんとしているとは言われるが、絶世の美女だとかモデルのような美人というわけではない。

　震えそうになる手を、落ち着けるように自分でぎゅっと握る。

「今から知るんです。何か怖いことでもありますか？」

「よく考えると、上手く行き過ぎた話で」

「ええ。そうですね」

　水上がにこやかに微笑んだ。

　その笑みの裏に何か隠されていないか、必死に探るが何も分からない。

　優し気な笑みが自分を包んでくれるだけだ。

「ちょっと、混乱してます」

「結婚を先に伸ばしますか？　待ちますよ」

「待つって？　私を？」

「ええ。三久さんを」

（真剣に考えると、余計に悪い方に考えるだけ。ここは結婚する仲だと割り切ろう）

　三久は真剣な眼差しを水上に向ける。

　そして、そのまま生唾を飲み、からからの喉をわずかに潤す。

「じゃあ、今日は――。都内のデパートに行きたいです」

「いいですよ。欲しいものはなんですか？」

「特になにもありません」

「そうですか？　だったら、俺から指輪をプレゼントします」

　思わずひくんと顔が引きつった。

　そんなモノを貰えば、結婚の成立だと世間にまで知らしめることになる。

　しかし、今回の結婚は三久にとっては会社や両親を納得させる為に行うものだ。

　きらりと光るものが薬指にあれば、結婚だと勝手に思い込んでくれるだろう。

「じゃあ、指輪を頂きます」

「結婚指輪じゃないですよ。それはまた別に作らせますから。今日は好きなものを選んでください」

　水上は首を少し傾げながら、三久の様子を窺うように見つめてくる。

　さっきから動揺を隠せず、顔に気持ちが全て出ているというのに、嫌な顔をせずにこやかに聞いてくれて緊張してしまう。

　チャラい男なのかと思っていたが、ずっと包容力があるかもしれないと感じた。

（しっかりしないと。指輪をふたつも貰ったら、別れる時に面倒になる）

「今日頂くのが結婚指輪で結構ですので」

「そんなわけにはいかないですよ」

「でも、私にそこまでする理由がありますか？」

「だって、月曜日には俺の妻でしょう？　おおありです」

　自信満々な水上に、不覚ながらも三久の心はときめいてしまった。

　今まで恋心が通じたことがないせいかもしれない。

　片思いが成就した経験もなく、アラサーになったおかげで恋愛の偏差値は小学生くらいで止まっているかも。

　駆け引きだって出来ないし、見た目は大人になれても、心は乙女のままだ。

　水上みたいな男性が言い寄ってきて、ぐらっと気持ちが揺れてしまう。

「とにかく、そんな高価なものをふたつもいりません」

「じゃあ、可愛いネックレスなんてどうですか？」

「ネックレスだって」

「いつも身につけて欲しいだけです。高価なものでなく、お好きなところで買いましょう」

　反論出来ず、三久は上目でじとっと見つめた。

　彼から逃げた女性は、こんな幸せ三昧に何が不満だったのだろう、なにもかもがわからない。実は、性格に問題ありかと疑いたくなるが、強引すぎる以外には大きな問題もなさそうだ。嫌なことをしてくるわけではないし、結婚しろと脅されたわけでもない。

　そんなことを考えているうちに、水上はすっと席を立った。

「どうしたんですか？」

「待っててください。車をアパートの近くに停めてきてしまったので。取りに行ってきます」

「だったら私も行きます。その方が早いだろうから」

「じゃあ、一緒に」

　すっと出された手を繋ぐ勇気はなく、ただ顔を逸らして頬を染めるしかなかった。

　けれど水上はすぐに察して、少し距離を置いて歩いてくれる。

　強引かと思えば、きちんと距離を置いてくれるところもスマートだ。

　そんなところが余計に三久の心を揺さぶる。

　コーヒーはすぐに水上がカウンターに戻し、ふたりでアパートまで戻ると、そこには黒い外車のＳＵＶが停車していた。

　何からなにまで完璧な水上とは対照的に、疲れてきて悪い癖が出そうになる。

　肩を落とし、猫背気味になりそうになってしまうので、慌てて背を伸ばして水上に合う女性にならねばとにこやかに笑みを作った。

　短期間の結婚生活なら、余計に水上の前ではきちんとしていないと申し訳ない。

　ドアを開けてもらって乗り込むと、すぐに彼も運転席に乗った。

　そして都内に向けて走りだすと、三久は黙り込みはっとした。

「私のこと、何も知らないですよね」

「あ……え、ええ。でも、ひとめぼれですから。何も知らなくても平気です」

「そんなわけにはいきません。名刺はないんですけど、都内で事務の仕事をしています。それから、ええと、特技はなくて。趣味は漫画を読んだりすることです」

「どんな漫画ですか？」

「えっ」

（ＴＬ漫画って、知らないよね。知ってても言えないけど）

　三久は努めて平静を装い、真面目な顔を作る。

「流行りの漫画じゃないんです。だからきっと知らないかもしれません」

「そうですか？　でも、教えてください」

「ええと。『図書館の中で』という青春ものなんですが」

「知ってますそれ！　あれ、でもそれって映画化されましたよね」

　ひくっと顔を引きつらせて、三久は努めて笑みを見せた。

「ああ、そうでした！　でも、凄く好きなんです。図書館の中で起きる恋愛とか、友情とか」

「へえ。そういうのが好きなんですか」

　水上は運転をしながら、うんうんと頷いている。

　本音なんて初対面の男性相手に、一ミリだって言えるはずがない。

　女友達だって、相手を選ぶだろう。

　ＴＬ漫画が広告に載るのだから、誰もがさりげなく読むものだとはなんとなく分かっている。

　でも、好きだ、となると話は別なのだ。

　男性に説明すると、ＴＬ漫画はどうしてもエロ本と勘違いされそうで怖いし、エロがあるから良いと思う自分もいる。

　否定出来ないし、違いはなにかと言われても上手く答えられない。

　結果的に無難な流行りの漫画を答える結果になってしまった。

　そんな自分が、少し悲しいのだが。

「もっと好きなものを教えてくださいね」

　水上に言われて、三久は小さく頷いた。

　好きなものと言われても、そんなにはないのだ。

　皆がやっているようなことを三久も好きになるし、改めて話すようなこともない。

　だからこそ、平凡な女子をやっている自分が、なぜ、結婚相手なのかと思ってしまう。

　もう一度聞き直して、結婚を考え直した方がいいのではないかと思った時、車は滑らかに駐車場に入り、丁寧に駐車スペースに収まった。

「着きました。さあ、ネックレスを買いに行きましょう」

　三久は頷くと、車から降りて水上の隣を歩きだす。

　まだ三十センチ近くふたりの距離は離れているし、プレゼントを貰う関係ではないが、水上は嬉しそうに口角をあげていた。

　じーっと顔を見るのも失礼だと俯くと、すっと手を握られる。

「まずは、手を繋ぐことから」

「は、はい」

「今日はそれ以上はしませんので」

　もはや息も出来ず、頷くのが精一杯だった。

　頬が染まり、化粧をしても真っ赤になっているのが分かる。

「そういう反応、もっと見てみたいです」

「あ、あんまり……見ないでください」

　顔を逸らし離れようとすれば、手をぎゅっと掴まれる。

（心臓に悪い）

　デパート内に入ると、手をぎゅっと更に絡めるように握られて、三久は心臓をばくばくと鳴らした。

　手を繋いでいるだけだと言い聞かせているのに、手の感覚が異様にはっきりとあり、水上のごつごつとした男性らしい指の感触が伝わる。

（うう。思っているより、デートってずっと辛い）

　エスカレーターに乗れば身体が密着し、温もりを感じてしまう。

　男性に包まれるように接したことはなく、心臓は鳴りっぱなしだ。

　なんとか平静を装い笑みを作るが、これからのことを考える余裕もない。

　宝石売り場に到着する頃にはへとへとになっていた。

「好きなブランドはありますか？」

「いえ。お任せします」

「じゃあ、俺の好きなブランドで買いましょうか」

　そう言って入るのは、手頃なブランドなどではなく有名宝石ブランドの店。

　くらくらしつつ付いていくと、店員が全員頭を下げた。

「いらっしゃいませ。水上さま」

　定員の態度を見ても一切動じず、水上はにこやかにするだけだ。

　そしてネックレスを見つけると、三久に見せてきた。

「これどう？」

「あの、こんな高いもの」

「ただのチェーンだと思ってください。宝石も付いてないし」

「チェーンって言われても」

　確かに煌びやかな宝石は小ぶりなもので、プラチナのチェーンがメインだった。

　だが、値段を見れば自分じゃ買わないような値段だ。

「これ、お願いします。すぐに妻に身につけて欲しいので」

「え……だって……」

「今日の服に似合います」

　確かに、あまり主張しないデザインのネックレスが白のブラウスには合うだろう。

　でも、ひとめぼれの相手になんでここまでするのかと、疑問が湧いてしまう。

「いただけません」

　三久の声が店内に響いた。

　はっとして、高級ブランド店だということを思い出す。加えてここは、水上の御用達ブランドだ。

　瞬間的にでも良い妻でいるには、こんなところで波風を立ててはいけない。

「やっぱり、頂きます」

「ありがとう。でも、嫌なら別の店にしますか？」

「いえ、今つけていきます」

「似合いますよ。絶対に」

　男性から言われたことがない言葉に、三久はどうしても胸を鳴らせてしまう。

　店員が後ろに回り、丁寧にネックレスを付けてくれた。

　首まわりが華やかになった印象だし、自分が格上げされたと錯覚しそうだ。

（こんなに良い思いしたら、別れられなくなる）

　またもや困り果て、三久は水上をちらりと見つめた。

　彼は店員と話しながら、会計を済ませているが、ちらほらと『妻で』というワードが聞こえてくる。

　そこは強調しなくていいのにと思いつつ、嬉しそうな水上を見ていると三久の胸がきゅっと掴まれる想いになった。

　打算的に結婚を選んでいる三久とは違い、水上は本当に自分を想ってくれているのかもしれない。そんな気がしてしまう。

　勿論、チャラい男とか遊びたいだけとか、そういう不安は拭えない。

　今日会ったばかりの男性相手にプレゼントを貰っただけで、その人を信用出来るということはあり得ないことだ。

　もっと水上を知らないことには、この先が心配になってくる。

「行きましょう」

「……はい」

「何か食べましょうか。近くに美味しいご飯がありますので、そこはどうです？」

「水上さんに合わせます」

「俺は、三久さんの好きなものが知りたいな」

「じゃ、じゃあ。オムライスが……」

「うーん。ちょっと待ってくださいね」

　水上はおもむろにスマホを弄りだし、検索をし始めたようだった。

　その点でも、かなり手慣れているように思える。

（なんでフラれたの？）

　どこかに欠点があるからだ、そう思って訝しい眼差しを向けてみるのだが、容姿には全く隙がない。それどころか、これまでの水上の行動は、多少強引ではあるが、思いやりと配慮ばかりだ。

　それに、水上だっておかしいのだ。

　チャラい男だから、詐欺師だから、そう思って見ていても、彼から滲み出る幸せなオーラは、三久との結婚が本当に楽しみだとしか思えないものだ。

　店員への惚気っぷりがその証拠だ。

　今日会ったばかりの三久を相手に、ひとめぼれしてのめり込んでしまえる水上を、尊敬すらしそうである。

　そうすると、こんなに愛されていたはずの元カノはなぜ嫌いに？　と疑問が湧く。

　そんな時に、買ってもらったばかりのチェーンが気になり思わず見つめた。

　どこかずっしりと重い感じがする。

（高級感漂うネックレス……）

　結局水上の考えなど分からない、分かるはずがない、そう思いながら、オムライスの店を見つけたようで、水上に手を引かれて店まで向かった。

　デパートから歩いて十分とかからないところにあり、知らない店だ。

　しかし、明らかに古くからある店だと木製の扉が物語っていた。

　扉を開けると店内はレトロな趣で、窓辺に案内される。

「やあ、水上さん」

「どうも」

　店長らしき人が出て来て、水上に挨拶をした。

　一瞬耳を疑った。

　この店は偶然見つけただけだろうし、水上はいくら社長といえど、そこら中に顔が利くとは思えない。

　でも、明らかにこの店長と知り合いかのような挨拶をして、今は会話を弾ませている。

「美味しいオムライス作るから。それから、ワインをサービスするよ。他には何か食べたいものあるかい？」

　店長の優しい言葉に、水上はそっと三久の方に顔を寄せてきた。

「何か食べたいですか？」

「い、いえ。お腹がいっぱいです」

「まだ何も食べてませんけど？」

　三久は状況を飲み込めず、緊張して何か食べれる状況じゃなくなってきて俯いた。

　ここは一体水上にとってどんな店なのだろう。

「オムライスだけで充分です」

「そうですか？　じゃあ、裏メニューのフレンチトーストをシェアしましょうか」

　三久は深く頷くと、シェアの意味を思い出す。

　考えただけでも耳朶が染まり、息が出来なくなる。

　切り分けるのは勿論自分がしようと頭の中で計算し、取り皿を持ってきてもらって寸分なく半分にしようと決める。

「はい、先にフレンチトースト。甘いもの先に食べたいだろう？」

「彼女はオムライスが食べたいと」

「まあまあ。コーヒーサービスするから。はい、取り皿」

　そう言われるなり、三久は取り皿に飛びついた。

　そしてそれを自分の前に並べて、フレンチトーストを自分の方に引き寄せる。

「私が切りますので！」

「ありがとうございます。優しいですね」

　三久は首を振った。

　そして、ナイフとフォークで丁寧に切り分ける。

（ああ、思ったよりも大きさが整ってない……）

　小さい方を三久の皿に、大きな方を水上の方に渡すとひと仕事終えて息を吐いた。

「綺麗に半分に出来なくて」

「いえ。ナイフとフォークの使い方がとても綺麗です」

　身体中が熱くなり、何も言えなくなった。

　そんなことは誰からも言われたことなどない。

　当たり前に出来ていたことで、褒められるほどのことでもないと思っていた。

「さあ、食べましょうか。この後にオムライスが来ますからね」

「……はい」

　三久は心臓を鳴らしながら、フレンチトーストを口に含んだ。

　甘い味は分からなくなり、頭はくらくらしている。

　この後にくるオムライスの味なんて、もっと分からないはずだ。

（こんな結婚生活ってあるの……？　一体何がどうなっているの）

　三久はぼんやりしながら食べ、目の前に座る水上の視線すら感じる余裕もなく、いきなり訪れた幸せに翻弄されていた。

　そんな理想的なデートを終えた週末。

　月曜日は有給を取って休むと、婚姻届を市役所に取りに行き、互いの両親に認めてもらったと仮定して、承認欄には自分たちで名前を勝手に埋め、必要書類を取りに向かうと、もう一度市役所に戻り婚姻届を提出した。

「おめでとうございます」

　市役所の人から言われてもピンとこず、三久は小さく頷くだけだった。

　戸籍を取りに市役所巡りをしたり、移動中の車ではスマホや銀行などにも手続きが必要だと教わり、書類を書くことを教わった。

　しばらくは大変だろうから、と言われて挙式はゆっくりと挙げようと言われたものの、それまで結婚生活が続くのかと不安になる。

　勿論、水上に問題はない。

　デートをしても隙がなく、微笑んだ顔は癒しをもたらし、不安とは真逆の幸せを与えてくれる。でも――。

　三久は思わずネックレスを弄っていた。

　交際ゼロ日婚。

　正確には一日だけデートをしているが、数に入るのかは謎だ。それに世間的に見たらどうなのだろうと、頭を悩ませた。

　親に言えれば良いと承諾した結婚だが、いざとなると職場にまでは言えそうもない。

「どうかしました？　疲れたなら眠ってください」

「ごめんなさい。今日、あちこち移動したから。緊張して」

「そうですよね。俺の妻に正式になったと言われても、ピンとこないでしょう？」

「正直……まだ出会って二日目ですし」

「大丈夫です。存分に愛しますので」

「い、いや……だって、そこまでする必要ないですから」

　三久は手を振って、なるべく顔を背けた。

　迂闊に弱音を吐けば、水上はすぐに甘い言葉を言ってくる。

　交際ゼロ日婚が世間一般には知れていなくとも、三久にとってはかなりの棚ぼた結婚。

　言うことなしの相手に、もう陥落寸前だった。

「じゃあ、今日は送りますね」

「はい」

　そう言って、車はアパートを目指して走りだす。

　やっと解放されると思いきや、水上は「あっ」と声を上げた。

「いや、俺たち夫婦になったんですよ」

「え。ええ」

「三久さんの帰る家は俺の家ですよね」

「そ、それは」

「そうじゃないと、不自然ですよ。夫婦なのにいきなり別居なんて。俺は別居婚はしたくないので」

　水上がきっぱり言うので、三久がうっと息を詰まらせる。

　あわよくば籍だけ入れて終わりかと思ったが、やはりそれは無理なようだった。

　水上は真剣な眼差しで前を向いて、うーんと唸りだす。

「ベッド広くないですけど、一緒に寝ます？」

「だ、だめです！」

「でも、夫婦ですよ？」

「夫婦でも、私たち出会って二日しか経ってないんです。他人も同然です！」

「他人じゃありません。夫婦です。俺の目標はラブラブな新婚生活を送ることなんですから」

「え……あ、の？」

　三久は目を丸くして、息を呑んだ。

　どうもプロポーズ当初から、水上は三久に惚れ込んでしまっている。

　自分が自惚れているだろうと考えないようにしていたが、やはりその考えは当たりのような気がした。だが、フラれてちょっと話しただけの相手に惚れ込むなら、すぐに第二、第三の妻を求める気がする。

　つまり、三久が気分良くなったところで、離婚届が出される可能性だってあるのだ。

　辛い想いをしない為にも、なるべく距離は離しておきたいのだが。

「じゃあ、今日から俺の家が新居ということで」

「いえ。だっていきなり」

「荷物を簡単にまとめて、俺の部屋に行きましょうか。部屋はそれなりに広さはあるので」

「あの！」

　三久は思わず大きな声を上げていた。

　しかし、水上はにこやかに見つめてくる。

「だって、夫婦でしょ？」

　その言葉は言わないでくれ、と思う。

　責任を感じさせられるし、離婚の際に書類を集めたりすることだって大変だろうと、今日一日で実感したのだ。

（ちょっとでもいいなって思った私がいけないんだ）

　三久のアパートに向かうものの、三日間の旅行が出来るくらいの服をキャリーバッグに詰め込み、また車に戻る。

　都心のど真ん中に向かうと、タワーマンションが視界に見え始める。

　しかしすぐ横にはデートスポットがあったり、電車で更に行けばお洒落なカフェが沢山ある場所に到着する。

　いかにも富裕層のみ許されるタワーマンションというところに、三久は目を瞬かせた。

　大きな建物のひとつに車が侵入すると、もう後戻りは無理だと自覚する。

　車が停まると三久はそっと手を引かれて車から降ろされた。

「おかえりなさい、俺『たち』の家に」

　そうして、額にキスをされると嫌でも耳朶が染まる。

「ただいまはないんですか？」

　寂しそうな顔をされるので、三久も思わず小さな声で言ってしまう。

「ただい……ま」

（こんなのおかしい！）

「じゃあ、今日は疲れているし、シェフでも呼びましょうか」

「いいえ！　私が作ります！」

　三久は水上の目を見て真剣に言った。

　慣れないことずくめで、嬉しさより困惑の方が先に立って、疲労困憊なのだ。

　もうカップラーメンを食べて寝てしまいたいくらいなのに、シェフの料理を食べて談笑など、余力がない。

「そうですか。じゃあ、何か食べたいものはありますか？」

「ラーメンを」

「美味しいラーメン屋が近くにあるから、荷物を置いたら行きましょう」

「……はい」

「嫌ですか？」

　三久は首を振った。

　しかし水上は三久の様子を窺うように、じっと佇み心配そうに見つめてくる。

　こんな時、付き合って一年くらいの恋人同士ならなんて言うのだろうと、三久は思わず考えていた。でも、そんなことは想像も出来ない。

「三久さん、本当に食べたいものを教えてください」

「笑いませんか？」

「ええ」

「カップラーメンが食べたいです」

「じゃあ、俺が買いに行ってきますね。それとも一緒に行きますか？」

「笑わないんですか？」

　三久が顔を上げると、水上は不思議そうに瞳を覗き込んでくる。

　大型犬が飼い主の顔色を窺うようだ。

「どうしてです？　俺だってひとりの時はよく食べましたよ。無性に食べたくなるし」

「でも、まだ新婚生活一日目ですよ」

「それが何か？　俺は三久さんの全てが知りたいんですから。嬉しいです。後で買いに行きましょう」

「ありがとうございます」

「もっと俺になんでも言ってください」

「分かりました」

　三久のキャリーバッグを転がしながら、水上は隣に立ち人懐っこい笑みを浮かべて言う。

　結婚一日目にして、結婚の不安が拭いさられる気がして、代わりに高揚感が満ちてくる。

　その気持ちは確実に恋だった。

　新婚生活は水上に恋をしながらの生活かと思うと、隣にいるだけの存在なのに胸を鳴らせて息をするのも辛いような切ない思いに満ちていた。

　そんな気持ちまで伝えないといけないのかと思うと、余計に恥ずかしくなり、耳朶を染めて俯いて歩くしかない。しかも悪いことに猫背気味に。

「疲れました？」

「いえ」

「こっちの手、掴めます？」

（掴まないと、不自然なんだよね。夫婦だから）

　ぎこちなく掴むと、ぎゅううっと握られた。

「手、離さないでくださいね」

「……ぅ」

　もはや声も出ないほどで、水上に心を奪われたような気分になり、新婚生活がスタートした。

















第二章












「ああ」

　三久の思わず漏れただらしない声を聞くものは、ありがたいことに誰もいなかった。

　朝一番で会社に出社し、逃げるように水上との新婚生活を切り離そうと必死で、疲れている。早朝出勤を続けて、もう一週間だ。

　ベッドは別のものをすぐに買ってくれ、部屋も別にして生活している。

　でも、それを不服としている水上は寝室だけは一緒が良いとキングサイズのベッドを品定め中だ。

　大きなベッドなら身体も離れて安心だろうと言われたが、そういう問題ではないのだ。

　見知らぬ誰かだったはずの水上を、三久は好きになっている。

　少なくとも触れられても嫌ではない。

　駐車場で不意に触れられた時、緊張こそすれ、嫌悪感はなかったのだ。

　一緒に生活すればするほど、水上の優しさを実感して、のめり込んだら最後だと、こうして少しでも距離を置く努力をしている。

　しかし、そんなことをすると余計に無駄だと実感するのだ。

（お皿、洗ってくださいって頼んじゃった……。水上さんの方が忙しいのに、怒ったかな）

「うう」

　頭を抱えたくなるような衝動に、三久の胸はより一層苦しんだ。

（呼び名、水上さんのままだけど、平気なのかな）

　頭を抑え、うずくまって考えていると、ぽろぽろと人が出社し始めて慌てて三久もパソコンに電源を入れる。

　意識することが多すぎて、気持ちが追い付かない。

　深いため息を吐くと、係長と女子社員が何やら話をしているようだった。

　思わず聞き耳を立ててしまうと、『結婚』という言葉が聞こえてくる。

「おめでとう。結婚か」

「はい。それで、専業主婦になろうと思いまして」

「構わないよ。家庭でも頑張りなさい」

「ありがとうございます」

　その言葉を聞いて、三久の胸が痛んだ。

　同じように結婚しているが、係長に話せずにいる。

　水上は仕事を続けることに反対する人間ではなく、好きにして欲しいと言ってくれたから甘えている。でも、本当の理由は違う。

　職場で結婚したと告げる時、係長に交際ゼロ日婚がバレたらどうしようかと思うと、言えないだけだった。

　勿論、結婚の経緯を話すことなく報告で終わるかもしれない。

　しかし、三久の場合は係長から散々結婚はしないのかとせっつかれていた。

　結婚したと報告すれば、出会いはどこだ？　どんな相手だと訊いてくるような気がする。自分があやふやな答えを言えば、交際ゼロ日婚を勘付かれるかもしれない。

　しかも係長の頭の中にそれを認める寛容さはないと思うのだ。

　『その男は誠実なのか』『騙されてないか』三久が初めに思ったことを、口に出して追及されそうで怖くなる。

　自分だって思った疑問だ。

　お節介な係長が何も感じないわけがない。

　結果的に、三久の口からは何も言えないまま、一週間が過ぎ、まだ独身だということになっている。

　勿論、三久の会社での生活は何も変わらない。

「どうした？　『香川』。疲れた顔して。ちょっとこれ、手伝ってくれ」

「あ、はい。なんでしょう、係長」

　係長のデスクに向かうと、資料の山がどさっと置かれていた。

　恐らく資料作りを命じられるのだと身構えると、係長はぽつんと呟いた。

「残業頼むと、彼氏作れないとか、結婚出来ないとか、ある？」

「別にありません」

「いや、さっき寿退社する子いたから。香川もしたいだろ？　寿退社」

「私は、結婚しても仕事したいので」

「意地張るな。俺のせいで結婚遅れたなんて言われてもさあ、嫌だから、資料作りは手分けしてやってくれ」

「ひとりでやります！」

「そうか？」

　三久は大きく頷いた。

　同時に、胸がきゅっと痛む。

　もう結婚して、水上の優しさに包まれる生活がスタートしている。

　こんな意地を張り続けては、彼の存在を否定しているようだし、自分の恋心に蓋をするのだって本当は嫌だ。

　でも、素直に結婚したことを言えるような状況じゃない。

　婚前は大丈夫かもと安易に考えていたが、『結婚報告』はそんな簡単なものじゃなかった。

　三久はせっせと資料を自分のデスクに持って行くと、係長から「すまんな」とわざとらしい謝罪の言葉を受ける。

　三久が本当は大手の輸入食品の社長と結婚したと知れば、きっと係長は手のひらを返すような態度を取るだろう。

　係長のことだから、人脈を増やしたいだの、どんな人か見てみたいだの、思惑が読み取れる。

　もみ手をし、猫なで声で紹介してくれと言うかもしれない。

　そう思うと、なんだか余計に係長に言う気になれなくなってくる。

　またため息を吐くと、猫背になって黙々と仕事に取り掛かるしかない。

　しかし、はっと気がついて、時計を見た。

　まだ昼だが、どう頑張っても夜八時過ぎまで仕事をしないと終わらないだろう。

　水上にそのことを知らせないと、夕飯の目処が立たずに迷惑をかけてしまいそうだ。

　慌ててスマホを取り出して、そっと水上にメッセージを送る。

『水上さん。すみません。今日残業です』

『いいですよ。迎えに行きます。終わったら連絡ください。そのままご飯を食べに行きましょう』

　その言葉に、三久は思い切り甘えたくなった。

　係長から結婚の話を振られたせいで、余計だ。

『今日は、水上さんが食べたいものがいいです』

『じゃあ、フランス料理のフルコースはどうですか。美味しいところがあるから』

『フルコース!?』

『頑張ってるんですよね？　じゃあ、ご褒美が必要です』

　三久の心がきゅうんと絞めつけられた。

　今まで言われたことのない、優しく思いやりのある言葉に身体の力が抜けて頭の中に水上の柔らかい声音が滑り込んでくる。

　恋ってこんなに心地良いものなのかと思っていると、朝逃げるように出社することを謝らないといけないという気持ちがふつふつと湧いてくる。

　辺りを見回しながら、すっとスマホを持ってトイレに駆け込むと、三久は息を吸い込んだ。

『朝、お皿洗うの押し付けてごめんなさい』

『急いでたなら俺がやります』

『本当にすみません。昨日も、朝食作ってくれてありがとうございます』

『昨日のことまで？　どうかしました？』

『いえ』

　会社での殺伐とした空間より、確実に新婚生活を楽しみたいと思うようになっている。

　そのことに三久自身が驚いていた。

　あんなにおかしいと思っていても、こんなに愛されていることを実感すると、係長の嫌味を聞くより、甘い言葉を囁かれる方が心地良い。

　一週間前は鉄壁のガードをしようと決めていたのに、あっという間に崩れている。

『じゃあ、何かあったらまた連絡してください』

『はい。水上さんもお仕事頑張ってください』

『水上さん、じゃなくて、そろそろ常盛って呼んで欲しいですね』

（名前……メッセージなら）

『常盛も、頑張って』

『三久さんがいれば、俺は頑張れますから』

　メッセージが終わると、しばらくは放心状態だった。

　トイレの中でぼんやりしていると、デスクの上にこんもり溜まる書類を思い出す。

　個室をひとつ占拠しているのだって大問題だ。

　慌てて飛び出して仕事に戻るが、三久の異変に気がついた同僚はいないようだった。










「あれ、いつもの露店のお弁当屋さんがいない」

　お腹を空かせてビルを飛び出した三久だが、いつも利用する弁当屋は今日はいなかった。

　それだけじゃない。一緒に並んで出している露店が軒並み店を出していないのだ。

　お腹を鳴らしながら、仕方なくコンビニに入ると、周囲のビジネスマンでいっぱいで、おにぎりひとつ買えそうにない。

　コンビニは更に歩けばあるが、そこもきっと同じようなものだろう。

（今日は諦めて、どこかレストランに入るしかないのかな）

　そんなことを思いながらコンビニを後にすると、思わずスマホを出して水上に愚痴のメッセージを送っていた。

『今日はお昼ご飯難民です』

『どうしてですか？』

　メッセージはすぐに返事がきて、ほっとする。

　でもお腹は空いて、鳴り響いた。

『今まで来てた露店のお店が来なくなっちゃったんです。何かあったのかも』

『そうですか。少し外で待っててもらえますか？』

『今から水上さんが来るんですか？』

『いえ、違います。とにかく、待っててください』

　そのメッセージが送られてくると、後はぷつりと何も書かれなくなった。

　水上が迎えに来て、美味しいレストランでも連れていってくれるのかと辺りを見回すものの、彼だって忙しいはずだと首を振る。

　待てと言われて待つしかないのがもどかしいが、しばらく立ち尽くすと、どこからともなくカレーショップの露店が現れた。

　その次はサンドウィッチ、そしてパン屋とぞろぞろと現れる。

「え……どうして」

　ぽかんと見ていると、さっきまでコンビニのおにぎりを買っていたビジネスマンが、われ先にと露店目指して歩きだした。

　三久も売り切れたら意味がないと、急いで目当ての店に向かう。

　せっかくだから温かいものが食べたいとカレーの店に目を付けて並んだ。

　自分の番になると、美味しい匂いと共に出来たてのカレーを手に入れた。

（よく分からないけど、助かった）

　三久はさっさと仕事を終わらせてしまいたい思いもあり、そそくさとビルに戻りカレーを食べると、仕事に戻った。

　そして、夜八時頃。

　三久は仕事を終えると、水上にメッセージを送り会社に迎えに来てもらう。

（至れり尽くせり、いいのかな）

　会社の前にＳＵＶが停まると、三久は扉を開けて中に乗り込む。

「お疲れ様です。さあ、美味しいご飯を食べましょうか」

「ありがとうございます。さすがに今日は疲れました。露店がいなくなったり、突然現れたり。なんだか目まぐるしい一日で」

「そうですか。俺は平和でした。何事もなく、秘書の言いつけどおり動いて、仕事をこなすことが出来ましたから」

「お忙しいのに、愚痴なんて送ってすみません」

「嬉しかったです。俺は信用されてないなと思っていたので、頼ってくれたり、愚痴ってくれたり。まさに夫婦って感じだと今日は実感しました」

「そうですか？」

　三久は首を傾げると、水上は「そうです」とどこか幸せそうだ。

　まだ恋人同士と何も変わらないと思うのだが、水上にとってはどちらも同じようなものらしい。

　フルコースと聞いて、自分の服装が通勤用の地味なフレアスカートと、サマーニットであることを思い出す。

　これでは身なりで浮いてしまいそうだ。

「あの、今日はやっぱり近くの簡単なレストランで」

「どうしてです？」

「だって、ちゃんとした服着てませんし」

　三久がおずおずと言うと、水上は少し考えてから、小さく頷いた。

「分かりました。手軽なイタリアンにしましょう」

「ありがとうございます」

「ところで、三久さん」

「はい」

「いつまで敬語なんですか？」

　水上の質問に、三久がぎくっと肩を震わせる。

　こういう言葉遣いこそ、距離感の現れだと自分でも分かっている。

　だからこそ、努めて敬語にしていた。

　水上に好意を寄せ、一時的に結婚するだけだと決めていた気持ちも揺らいでいる。

　でも、まだ会って一週間だ。

　友達にやっとなれたくらいの時間かもしれない。

　だったら、敬語だって不自然じゃないはずだし、自分の気持ちをセーブするにも丁度良い。

「あの、もう少し敬語にさせてください。だって、水上さんと会ったばかりですよ？」

「水上さん、じゃありません。常盛です」

「そ、それだって。まだ難しくて」

「そのうち慣れてくれますか？」

　水上の甘えた口調に、三久はぎゅうっと胸が絞めつけられた。

　慣れろというより、三久の恋愛経験値が不足して、上手く『常盛』と呼べない。

　男子相手に名前を呼び捨てにしたこともなく、逆に名前で親しく呼ばれたこともない。常盛、と名前を呼び、甘えられる日は来るのかと、考えただけでも鼓動が早くなる。

　耳朶まで染まると恥ずかしくなり、外を見て何も考えないように必死になった。

　このままでは、水上の手のひらで転がされているだけだ。

　車はイタリアンの店に到着し、手を引かれて中に入ると個室をすぐに用意された。

　向かい合わせに座ると、水上が足をつんと合わせてくる。

「な。なにか」

「こういうことをしたいんです。だって恋愛したいですから」

「別にそういうのが大事だとは思わないのですが」

　心臓が爆発寸前なのに、三久は可愛げのないことをつい言ってしまう。

　可愛くない女だと思われて、いっそ捨てられた方が生活しやすくならないかと思うのだが、水上は口角をあげて、三久を見つめてくるだけだ。

　うっとりとした眼差しは、どう考えても三久に恋をしている目だ。

（どうして、私をそんなに……？）

　分からないまま、頼んでいた前菜やサラダがテーブルに運ばれてくると、三久の足には水上の足が常にまとわりつき、味が分からない。

　他人からのセクハラとはもう違うのだ。

　自分たちのこの自然の戯れは、愛の確認とみなされる。

　三久だって、夫婦だからこそ、余計にそれを意識させられる。

「まだ、慣れないんです。だから、足を――」

「嫌でした？　本当に？」

　言われた瞬間に三久は頬を染め上げた。

　三久が水上をどんどん知るように、彼だって三久のことが分かってきている。

　少なくとも、好意があることを隠しても、気がついているかもしれない。

　三久だって、水上の視線を感じる度に熱を感じて胸を鳴らすのだ。

　同じように、嫌がらずに視線を返す三久を見て、少なからず、水上は手ごたえを感じたのかも。

（恋愛経験が欲しい、今すぐ！）

　三久は思わず心の中で叫んでしまうし、話す度にも頭をフル回転させなくてはいけない。

「会ってまだ一週間ですから」

「でも、俺はすぐに三久さんを気に入りました。この人だって分かりましたよ。運命の人なんだって」

「運命かどうかは」

　三久がもじもじしていると、パスタが運ばれてきてしまってテーブルが埋め尽くされてしまう。

　慌ててふたりで黙々と食べると、三久の気持ちは完全に水上に奪われたのだと自覚した。

　今ここで、別の誰かから告白されても、きっと水上と一緒にいたい、そう言える程度には彼を好きだと思える。

　永遠の愛を誓えるか、それはまた別問題だが、恋人には思える。

　ずっと愛を囁かれて心地良いし、三久には水上といて苦痛というものが何ひとつない。

　それも不思議だった。

　魚介のクリームパスタを巻き取りながら、三久は上目でちらりと水上を見る。

　丁寧にフォークを使い、口に運んでいて異性ながら惚れ惚れした。

　水上には隙が全くなく、彼が夫だと思うとまだ信じられない。

　食べ終わった水上の視線が今度は自分に降り注ぐと、三久は慌ててパスタを掬う。

「ゆっくり食べてください」

「はい」

　視線を感じながら食べるせいか、またもや緊張して味がよく分からない。

　水上と一緒にいる時の最大の欠点は、美味しいものを食べている時に限って、味が分からないほど緊張してしまうことだ。

　なんとか口に押し込むと、三久は肩を落としてナフキンで口を拭った。

「美味しかったですか？」

　小さく頷いて、申し訳ない思いでいっぱいになる。

　味の濃いラーメンやカレーを食べれば、緊張も関係ないかもしれないとふと思ったが、きっと意味はないだろう。慣れるしかない。

　けれど水上との食事は家が一番落ち着いていることも分かっている。

　外食すると視線を向けられたり、触れられたり、過剰に恋人だと意識させられた。

　水上はウェイトレスを呼ぶとさっさと会計を済ませて、三久の方をじいっと見つめてくる。

　視線に慣れずに逸らすと、水上はくすっと微笑んだ。

「今日も着けてくれてますね。ネックレス。嬉しいです」

「だって、ちゃんと身につけないと」

「今日はこの後、どうします？」

「この、あと……」

　その質問に、三久は一瞬意味が分からなかった。

　帰ってお風呂に入って寝るだけだろうと言おうとした時、水上がにっこりと微笑んだ。

　そこで初めて、はっと気がついてしまった。

（ま、さ、か）

　言葉にならないでいると、水上は席を立ち先を行く。

　このまま何もない夫婦生活となれば、確かに次第に冷めた関係になるかもしれない。

　でも、水上には時間の概念が三久とずれている時があるように思う。

　まだ出会って一週間だ。

　それしか経ってない相手と、エッチなんて出来ない。

　キス止まりにして欲しい。

　店に置いていかれては大変だと後に付いていくと、手を引かれて指を絡ませられる。

　息が止まりそうになり、水上を思わず見上げた。

　視線が絡み、自分を見つめる視線がいつもより熱を帯びている。

（水上さん、こんな顔するの？）

　知らない顔だと思いつつ、手を振り払うことは出来なかった。

　緊張ばかりが先行し、車に乗ると三久の顎をすっと掬い上げられ、唇に触れるだけのキスが落とされる。

　何がなんだか分からないうちに口づけが終わると、体内からとろりと蜜が溢れだした。

（やだ、なんで）

　それが何か分からないほど、何も知らないわけではない。

　ただ、触れる程度のキスで官能が呼び覚まされたことが信じられないのだ。

　しかも、まだ出会って一週間の水上を相手に。

「部屋で続き、いいですか？」

　三久は堪えきれず、頷いていた。

　車は滑らかに動きだすが、三久の心は上の空で、車中から星空をぼんやりと眺めながらマンションに帰った。










「どうしよう」

　シャワーの音が聞こえてくる中、三久はタオルを巻いたまま立ち尽くした。

　帰宅まで無言で、水上もこれという言葉もなく部屋に帰りつくと、三久を先にお風呂に入れさせて、待つように言われた。

　とりあえず、寝間着を着ればいいのか、はたまたタオル一枚で待っているべきか、さっぱり思いつかない。

　これが恋人同士なら、迷わず寝間着を着て、いじらしく待ったかもしれないし、下着一枚で布団に包まっていたかもしれない。

　でも、三久は妻なのだ。

　いじらしさ、というのは夫婦間にはあるものなのか。

　そんなことを悶々と考えてしまうと、冷えた身体が余計に冷たくなる。

　水上はどんな姿が好みだろうかと考えて、とりあえず、下着だけは身につけてタオルを巻いた。

　寝間着姿で待っていたら、やる気がないと思われそうだ。

　三久のやる気のアピールというわけではないが、妻として少しでも距離を縮めたいと思っていることを伝えたかった。

　しかし、タオル一枚で待つのは寒い。

（やる気があり過ぎだわ）

　空回りしていると落ち込むと、結局寝間着を着てベッドのタオルケットに包まった。

　がちゃっと音がして、上半身裸の水上が現れた。

　髪の毛を拭きながら歩く姿や、がっしりとした身体に目が奪われる。

（心臓が爆発しそう）

　タオルケットに顔を埋めると、隣に水上が潜り込んでくる。

（もうだめっ）

「先に寝ないでください」

「起きてます」

「髪の毛乾かさないで来たんです。疲れて寝ちゃうでしょ？」

「そんなつもり……妻として、ちゃんと頑張ります」

「頑張らないでも、気持ち良くしてあげます」

　そう言うなり、さっきのキスの続きが始まる。

　唇が塞がれて、息が出来なくなって咄嗟に喘いだ。

「んっ……んんっ」

　信じられないほど甘い声が出て、余計に息が出来なくなる。

　するともっと甘い声があがる。

　なんとか息をしようと水上を押し返すが、すぐにまた口が塞がれる。

「んんっ……やぁ……」

　その刹那、口腔に舌が割り入ると感じたことのない感覚に目を見開いた。

　他人の舌が口内で這いまわり、確かめるように舐めている。

　拒絶こそないが、慣れない三久にとっては怖くてたまらない。

「だめ……」

「キスだけですよ？」

　潤んだ瞳で訴えるが、水上は更に丁寧に歯列をなぞり楽しむようだった。

　そして三久の舌を絡めると、くちゅっと音を立ててキスを始める。

　とろりと蜜が溢れだし、履いたばかりの下着がすぐに濡れだした。

「んっ……あっ……」

　変な声が出る、そんなことを思いながらも抗えず口内を舐められると水上はやっとキスを終了する。

　キスだけでもとろとろに蕩けてしまい、三久はぼんやりと水上を見つめた。

「どうです？　『初めて』のキス」

「ええと……。あの……何も、考えられなくて」

「そうですか。じゃあ、もっとよくしてあげますから」

　そう言うと、水上は寝間着のボタンを丁寧に外して、ブラ越しにそっと膨らみを手に収めた。そしてそのままゆっくりと揉まれると、また感じたことのない甘い刺激に三久は吐息を漏らしてしまう。

「下着、外してもいいですか？」

「だ、だめ」

「でも、そうしないと続けられません」

　三久が手で制止するが、水上はするっとブラを取り、露わになった胸をふわりと撫でる。

「やぁ……」

「どうして？」

「だって、恥ずかしくて」

「俺は夫です。三久さんの全てを知りたいんです」

「だからって……」

「三久さん、さっきから拒んでいるけれど、顔が物欲し気なんですよ」

「ちが……」

　ピンとすでに尖る先端を指先で扱かれて、身体を戦慄かせた。

　はあはあと息を荒げて、身を捩りなんとか水上から逃げようと必死になる。

　しかし、水上から組み敷かれて、丁寧に胸を揉まれると身体中の力が抜けるような感覚になり、抵抗が空しくなる。

　いやいやと言えば言うほど、水上を煽るようだった。
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　ちゅぱっと先端に吸いつかれて、たまらずまた甘い声をあげる。

「あんっ！」

「ここですね？　もう少し吸うといいですよ」

「だ、だめっ」

　必死の懇願も空しく、ちゅうちゅうと吸いつかれて三久は身体を弓なりにしならせた。

　あまりの快感に身体中で反応してしまい、頭の中はもう何も考えられない。

　蜜が溢れだし、下着はぐっしょりと濡れている。

　しかも、腹の奥がじんじんと切なく熱を帯び、淫らに求めるようになっていた。

（私、変な気分になってる）

「あっ……あっ！」

「俺のこと、好きですよね？」

　三久は思わず頷いていた。

　もう嘘は吐けないし、逃げる必要もない。

　そもそも、嫌いな相手とエッチをすることなど三久には出来ない。

　いくら形だけの夫婦だと宣言しても、たった一週間でも水上のことを好きになるばかりだった。好きだと悟られるのが怖くて逃げていた。

「もう言わないで……」

「でも、言わないと三久さん自覚してくれないでしょ？　俺を好きだって」

「分かってても……んっんんっ！」

　胸を揉みしだかれながらの確認行為に意識がどうにかなりそうだった。

　くらくらして、頭の中が水上のことで満たされていく。

　身体も心も全てが水上の為にあるような気がしてきて、ぞくっとするような甘い感覚に支配される度に、快感に陶酔してしまう。

　先端を弄られたり、吸いつかれ、三久の身体はくたっと汗を掻いたが、水上の視線はどこか冷静ですーっと穿いていたズボンに手をかけた。

　そしてそのまま脱がされると、蜜で汚れた下着を指先で確認されてしまう。

「こんなにしてたんですね」

　ぼそっと呟いた言葉に返事をする余裕もなく、三久は顔を覆った。

　恥ずかしくてたまらないでいると、下着越しに秘丘を撫でられる。

「ひあっ！」

「こっちも俺のものにしていいですか？」

「だって……妻だから」

「いいんですね？　じゃあ、今日はたっぷりほぐすだけ。いっぱいイクことを覚えてください」

（イク……って。や、やだっ）

　恥ずかしくてたまらずにいると、下着越しに蜜芽をぬちっと圧される。

「んんっ！」

　布と蜜がぐちょぐちょに擦れて、腰が勝手に震えだした。

　水上の長い指先が丁寧に花芽を弄っていると思うと、余計にいやらしさが倍増してしまい、さっきまで一緒に食べていた時の指先が脳裏に蘇る。

「だ、だめ……それ以上弄らないで」

「もっと欲しい、そういう意味でしょう？」

　するっと下着を脱がされると、今度は秘丘をするすると長い指が這いまわる。

「んんっ！」

　腰が跳ねると、自分の淫らな姿を想像してしまい耳朶を染めた。

　ぬちぬちっと秘玉を捏ねられ、三久は嬌声をあげてしまう。

「ここがいいんですね？　覚えておかないと。三久さんの感じやすいところは全部」

「そんなこと、覚えないで……やぁっ……あぁ！」

　くちくちと音を立てて捏ね回されて、思わず顔を覆う。

　卑猥な水音が部屋に響いて、自分の荒い吐息が余計に淫猥に聞こえてくる。

「はあ……はあ……。だめ……そこ、だめ……。変になりそう」

「そう見えるから、弄っているんです。こうでしょう？」

「あんっ！」

　摘まみあげられて、腰が思い切り跳ねた。

　さっきから止まらない快楽の坩堝に、がくがくと足も腰も震えだす。

　腹の奥は前よりもっと貫いて欲しいと、疼きだし誘うように揺れてしまうのだ。

「ひあぁ！」

「指を入れただけです。これも感じますね？　覚えておきましょう」

「だ、だめ。ちが……ちがぁ」

「どこがです？」

　指が激しく内壁を擦りだし、またもや抗えない快楽に翻弄される。

　今まで感じたことのない熱が体内から湧き出て、ふわふわした心地で頭の中が満たされた。

　何度も擦られていると、次第に指がもう一本増やされる。

　くちゅっと音を立てて挿入されると、今度はゆっくりとした抜き差しが始まった。

「あっあぁ！」

「これも、好き。そうですね？」

　三久は息を弾ませながら、首を振るしか出来なかった。

　シーツを引いて、淫らに足を広げてしまう自分が変だと思ってしまう。

　抜き差しは激しくなり、水音が部屋中に広がる。

　男性の指が膣に入ることなど考えるだけでも背徳的なのに、なぜか興奮してたまらない。

（変態って思われてる……嫌われちゃう）

「見ないで……。こんなのおかしいの」

「どうしてです。これが正常ですよ」

「うそ」

　信じられないと潤んだ瞳で見つめると、指が高速に動き初めて、三久の弱いところを刺激しだす。

　あられもない声があがり、腰には力など入らなくなっていた。

「あっあっあっあ！」

「イキそうですか？」

「恥ずかしい……こんなの……」

「綺麗な姿です」

　そう言われた刹那、身体がしなり、ピンと仰け反った。

「あん！」

　頭の中は真っ白になり何も考えられず、ぼんやりとした世界に身を投じると、身体の疼きが余計に激しくなっている。

　とろりとした蜜が溢れ、自分でも何が欲しいのか自覚出来るほどだった。

「さあ、今日は終わりです」

「え……」

「イケたでしょう？」

　身体を起こしてこくんと情けない思いで頷く。

　水上は気持ち良くなりたくないのかと思うが、自ら提案する勇気がどうしても出ない。

「お茶、持ってきますね」

　水上が気を利かせて立ち上がるので、三久の心はぎゅっと切ない想いで掴まれた。

　思わず俯いて、彼の腕を引いてしまう。

「待って。続きをしてください」

　顔も上げられず、水上がどんな顔をしているか確認は出来ない。でも自分がかなり恥ずかしいことを言っていることは確かだった。

「でも」

「私だって、もう大人で……水上さんの妻だから」

「後悔しませんか？」

　三久はゆっくりと頷いた。

　すると、水上はベッドサイドに置いていたネックレスをそっと三久に着けさせる。

　裸にネックレスだけとは卑猥だと思いつつ、恥ずかしい思いが媚薬のようになって、三久の気持ちも昂る。

「なんで、こんなこと？」

「俺の三久さんだからです」

「そう、だけど」

　戸惑っているうちに、三久はもう一度組み敷かれた。

　そして、大きく足を開脚させられると彼の屹立を目にする。

　大きくそそり立ち、蜜口に触れる度に身体が震えた。

　さっき感じた甘い痺れより、熱が触れるだけでもずっと刺激の強いものだと思い、思わず目を閉じる。

　蜜口に熱があてがわれると、そのままゆっくりと侵入してくる。

「んんっ」

「痛いですね？」

「大丈夫……です」

「俺のがそんなに欲しくなりましたか？」

　三久は小さく頷いた。

　恥ずかしくて言えないが、身体が水上のそれを欲しているのは明らかだった。

　先端だけ入っただけなのに、もう身体が悲鳴をあげている。

　しかし更に壁を押し広げるように、猛りは奥へと侵入してきた。

　痛みが増して息をするのを忘れそうになる。

　すると、熱が腹の中で止まった。

「狭いです。これ以上はもう無理です」

「で、でも」

　腹の奥がじんじんと疼き、そこまで到達してくれないと困る。

　そんなもどかしい思いと、水上に愛されたいという気持ちが混じりどこか満たされない。

「これ以上したら、身体を壊してしまいそうです。ゆっくりと俺のものになってください」

「は、はい」

　ひくんと腹の中で震えると、三久は甘い声をあげる。

「すみません。避妊を忘れていました」

「これからは、ちゃんとしてください」

「そうですね。たっぷり愛し合いたいですから」

　水上はそう言うと、三久に舌を絡ませるようなキスをして、吸いついてきた。

　また気持ちが満たされてしまうと、自然と吐息が弾み、水上のことで頭をいっぱいにしていた。

（私、水上さんを、常盛が大好き）

















第三章












「あんっ！　あんっ！」

「後ろからが好みのようですね」

「そんなつもり……ないの……や、やぁ！」

　ベッドの上に膝立ちにされて、壁に手を付き、後ろから突かれていた。

　常盛の大きな手は胸を鷲掴みにして、先端を捏ね回されている。

　身体中に彼を感じているのに、肝心の常盛の顔が見えないのがもどかしい。

　ひくんっ！　と内壁が閉まると、身体中が戦慄いた。

「や、やぁ……イキそう」

「もうですか？」

「だって、奥……突くから」

「じゃあ、少し休みましょうか」

　そう言って、常盛は腹の中で熱を動かすのを止めてしまう。

　後ろから繋がった状態で抱きしめられて、三久は息が止まりそうなほど幸せだった。

　やわやわと胸を揉まれると、三久の官能が自然と呼び覚まされてしまう。

　だめだと振り向くと、常盛の熱っぽい眼差しに、身体中が鋭敏に反応した。

「物欲しげな顔です。ピンク色のここを弄るとそうなるの、知っていました？」

「しらな……い。常盛が触れるところは……全部……感じてる」

「確かに、それもあります。でも――」

　常盛の指先がそっと三久の唇に触れてきた。

　その指が口内に侵入すると、自然と自発的に舐めるかたちになる。

「んっ」

「これも、三久の好きなこと。恥ずかしそうな顔をして、実は積極的です」

「だ、だって」

（これって――）

　ちゅぱちゅぱと子供のように舐めてしまうと、腹の中で繋がったままの熱がむくっと動く。

「あんっ」

「いやらしさが増してますね」

「だって……。私の弱いところばかり」

「覚えてますから。三久さんの大切なところ」

　そんなことを言われて、三久の身体は余計に火照りだす。

　とろとろと蜜が溢れだし、常盛の熱が動くだけでぬちゅっと音が立った。

　ちゅっちゅっと指先を舐めると同時に、胸を揉みしだかれる。

　やわやわと包むように弄られて、そのまま果ててしまいそうだ。

「もっと、して」

「どこをです」

「全部……」

　こんなにおねだり出来る自分が信じられないと、頬を染めつつ、抽送が始まると腰が揺れ始める。

　ゆっくりとした抜き差しだが、最奥をずんと貫いてきて、子宮を揺さぶるようだった。

　そのままピンク色の先端を押し潰され、口内にも指が突き入れられて、弄りまわされる。

「ふあぁ……あぁ……だめぇ……イキそう……」

　蕩けて思わず言うと、抜き差しが早くなる。

　まるでその時まで待ち、三久の官能全てを呼び覚ますかのようで、快楽でおかしくなりそうだった。

　指が引き抜かれると、涎塗まみれの手が今度はピンク色の先端を弄りだす。

　自身の唾液で汚れているというのに、はしたなく震えた。

「かなり絞めつけてますよ。好きですね、口を弄られるの」

「んんっ……好き……常盛が大好きだから」

「まだ出会って一か月ですよ？」

「関係ないの……」

「そうですか」

　たった一か月で、恋して愛されて、おかしなことを言っている。

　身体まで蕩けるように教えられているせいか、嫌いになるはずがない。

　抜き差しは激しくなり、常盛の熱が腹の奥で暴れだす。

　胸に合った手のひらは腰に周り、尻を突きだす恰好にさせられる。

　卑猥な姿に煽られて腰が揺れ、奥を突かれる度に戦慄いた。

「あんっ！　あんっ！」

「可愛い声。俺しか知らないんですね。その声」

「そう……だから、もっとして？」

「ええ。たっぷり」

（常盛が好きで、おかしなこと言いまくってる）

　激しい抜き差しに変わると、奥の方まで熱が届き始めて背を仰け反らせた。

　猛りを咥え込み、常盛も辛そうな声をあげだす。

　その声が色気を帯び、更に抽送が早くなった。

　その刹那、腹の奥の薄いゴム越しに白濁は飛沫する。

「あっああ！」

「三久っ」

「常盛！」

　互いに頽くずおれるようにベッドに倒れると、片時も離れたくないとばかりに抱きあった。

　会って一か月だというのに、好きになるばかりだ。

　私生活も問題なければ、エッチは満足させられて最近まで処女だったことを忘れるほど淫らになっている。

「もっとして？」

「困ったひとです」

　上目でお願いすると、そのまま額にキスをされる。

　そのまま常盛が避妊具をするっと取り外した。

「そのまま、三久の中に入りたいです」

　一瞬戸惑いつつ、妻であるということから避妊への思いが薄れる。

「うん……いっぱいして」

「甘えん坊だったんですね。三久は」

「常盛こそ、未だに普段は三久さんって呼ぶじゃない。もう三久でいいのに」

「俺にとっては、三久は大切な人ですから」

「そうなの？　嬉しい」

　キスが始まると、三久は四つん這いにさせられる。

「後ろからがいいですよね？」

「でも、常盛の顔が見えない」

「じゃあ、俺の上に跨るのはどうですか？」

「う、うん」

　そうして、寝転んでいる常盛の上に跨る。

　すぐに元気を取り戻した男根をそっと自分の蜜口にあてがうと、そのまま腰を落とした。

　一気に最奥まで突き上げられて、目を見開く。

「これ、やぁ」

「自分で腰を振るんです」

「こう？」

　揺らめくように腰を動かすと、鋭敏な部分にダイレクトに熱が触れる。

「あっ！　あっ！」

　頬を赤らめながらも、腰を止めることが出来ずに淫乱に揺らした。

　すると常盛が揺れる胸を鷲掴みにして、先端を弄りまわす。

「や、やめっ！　そんなにされたら！」

「またイキそうですね？」

「あっ！　あぁ！」

　果てたばかりですぐに刺激され、すぐに身体が弓なりにしなる。

　常盛の目の前で、淫らに果ててしまった。

（この体勢……）

　戸惑いつつも、また自ら腰を使う。

（やだ、私……）

「この体位も大好きみたいですね？」

　三久は小さく頷いた。

「好き……常盛、私のこと嫌い？」

「いいえ、大好きですよ。愛してます。どんどん好きになる」

「私も同じなの。だから……いっぱいしたいの」

　頬を染めながら甘えると、常盛が尻に手を当ててそっと揺らし始めた。

　力強く揺さぶられて三久は恍惚とした世界へといざなわれる。

　週末の日曜日だというのに、外に一度も出ることなく常盛と繋がっていた。

　しかし、三久は抱かれながらおかしな既視感を抱いている。

　ぐったりと眠る常盛を横に見ながら、読んでいたＴＬ漫画をそっとスマホに映し出す。

　指を舐めさせる行為がある漫画をどこかで読んだのだ。

　しかも最近、常盛と生活し始めてから。

　その漫画を見つけると、三久はどくんと胸を鳴らせた。

（これ、この後に紐で縛られる）

　かなりエッチなカップルで、三久は胸を鳴らせながら読んでいた。

　指舐めのシーンはレストランでするのだ。

　外で彼女の指をペロペロ舐めだす彼氏、なのだが、普通じゃあり得ないだろうとときめいてしまった。

　でも、まさか自分が水上の指を舐めることになるとは思わなかった。

（偶然とはいえ、常盛ってエッチ。次は縛られちゃうのかな）

　ドキドキしながら眠りにつくが、明日から憂鬱な仕事かと思うと寝つきも悪くなってしまった。










（縛られてしまった……）

　火曜日の明け方に、三久はぼんやりした頭で考える。

　なにが起こったのか頭を整理してみる。

　まず、月曜日の憂鬱な仕事を終えて帰ると、常盛が出迎えてくれた。

　嬉しくて車に飛び乗ると、するすると長いリボンで手首を後ろ手に拘束され、そのまま帰宅。何がなんだか分からないまま、ベッドでエッチ。

　縛られた状態ですることに興奮して、何度も果ててしまった。

　しかし、問題はそこじゃない。

（漫画と同じ。次って……確か誰もいない浜辺だったかな。とにかく、外だった）

　まさか同じことが待っているとは思えないが、なぜか期待してしまう。

　縛られることも、なぜか嫌じゃなかったのだ。

　実際にされるとどんな感じなのかと妄想した漫画を体験していることに、ちょっとした優越感が湧いていたし、いつもよりもずっと背徳感に満ちていて蜜に塗まみれていた。

　しかし、次の行為は漫画どおりなら、外。

　本当に外でエッチなんてしたら、見つかり次第大変なことになる。

　三久だって見知らぬ人に裸を見られてしまう。

　しかし、心のどこかには期待もあり、気持ちはもやもやして止まらない。

　思わず顔を覆えば、常盛のにこやかな笑みが浮かぶ。

（常盛大好き！）

　しかし、その顔にもどこか見覚えがあるのだ。

　出会った時はそれどころじゃなくて記憶を辿ることもなく、結婚するかしないかのことばかり考えていたが、常盛とどこかで会っているような気がするのだ。

（こんな人、会ったら忘れないのに。どこかですれ違った？）

　悩んでも思い出せない。

　彼のことはその後もあまりよく分からないままで、会社の社長、その程度しか知らないままだった。

　最近ではさすがにまずいと思い質問するのだが、あまり深く訊くとはぐらかされてしまう。

（好きなものくらいは教えて欲しいな）

　そう思いながら眠りにつくと、三久は幸せいっぱいで朝を迎えた。

　常盛に起こされ、おはようのキスをする。

　互いに舌を絡ませ、濃密なキスをしてぎゅっと抱きあい、『大好き』というのが、ここの所の習慣だ。

「常盛ったら」

「三久さんこそ」

　恥ずかしくて上目で見つつ、満たされている。

　すぐに着替えをして、ダイニングに向かえば常盛が先に着替えて朝食を用意してくれていた。

「オムレツと紅茶、パンでいいですね」

「うん。それが大好き」

　ふたり分の朝食が並ぶと、常盛が前に座る。

　そしてフォークとナイフで切りながら食べ始めると、三久は思っていたことを訊くことにした。

「ねえ？　常盛の好きなことってなに？」

「俺の好きなこと？」

「そう。教えて？　食べ物でも趣味でも、なんでもいいの」

　そう言うと、常盛は視線を逸らして考え始めた。

　楽しみに待っていると、常盛は急に真顔になる。

「好きなことというか、俺には収集癖がありますね」

「収集癖……？　フィギュアとか？」

「まあ、そんな感じです」

　常盛がオムレツを食べだすので、三久も詮索はしないでいた。

　しかし何の収集だろうと、つい気になってしまう。

　ちらりと顔を見て想像出来そうなものを考える。

　端正な顔からは想像が難しく、切手収集やプラモデルなど、男子がやりそうなことを想像するのだが、しっくりいかない。

　一体なんだろうかと考えていると、常盛がにこやかに三久を見つめてきた。

　慌てて視線を逸らすが、彼は「三久さん」と声を掛けてくる。

「あの、そういえば、私も収集しているものがあります。シールなんですけど」

「シール。どんなものですか？」

「うーん。口で説明するのは難しいですね。オフィスで使えそうなシールって言えば分かってもらえますか？」

「ああ、キラキラした感じですか？」

「付箋タイプだったり、手帳を可愛くする為のシールだったり」

「じゃあ、今度買いに行きましょう。俺は特にこだわりはないですが、最近手帳用のボールペンにこだわりたいと思いまして」

　常盛と共通の趣味のようなものが見つかると、三久はウキウキしてしまう。

　それでなくとも、常盛は私生活を明らかにすることはない。

　輸入食品会社の社長であること、仕事には割と融通が利いて、家庭を大事にしてくれる。

　彼が仕事について積極的に話すこともないせいか、三久も聞かないでいる。

　本当にそれが良いことなのか分からないが、少なくとも生活に困ったこともなく、仲は深まるばかりだ。

「じゃあ、今日は一緒に出かける？」

　三久が言うと、常盛は嬉しそうに頷いた。

「文具が沢山置いてあるお店に行きましょう。私、大好きなの」

「じゃあ、用意して向かいましょうか」

　そして、はっと三久は会社に行くことを忘れた。

　それくらい、常盛のことで頭がいっぱいになっている。

（有給いきなり使えないし、でも、せっかく常盛と盛り上がってるのに）

「あの、今日これから仕事だった」

「分かりました、上司と掛け合いましょう」

「でも、常盛の会社とは関係ないから」

「問題ありません」

　どういう意味か分からなくなってじっと見つめていると、常盛はスマホを操作し始める。

　何が始まるんだとじっと見つめていると、誰かとメッセージのやり取りをしてからにこりと三久の方を向いた。

「休んで大丈夫だそうです」

「そ、そんな。嘘！」

「社長と少しお会いしたことがありまして」

「だって、私の会社、文具メーカー……」

「とにかく、今日は出かけましょうか」

　そのまま常盛はすっと立ち上がると、食べていた食器を持ってキッチンに下がってしまった。追及は不可能だと思いつつ、どうも常盛には謎が多いような気がする。

（まあ、幸せならいっか）

　そもそも、色々重なり結婚したいと思っていた矢先のことだ。

　常盛と一緒にいても幸せばかりだし、悩んでも仕方ないことだ。

　社長という肩書は確かに驚いたが、私生活を満たしてくれる常盛をどんどん好きになる。

　だからたとえ彼がどんな人でも、許せるだろう。

「食べ終わったら、行きましょう」

「うん！」

　三久はオムレツを口に頬張ると、都内に出るのが楽しみになってきた。










　平日でも人がいっぱいだと思いつつ、常盛と手を繋ぐだけで安心出来る。

　それに、お互いの欲しいものを探しに行くなんて、背伸びなしの、三久の思い描いているデートをしてくれるのも嬉しい。

　少し歩いていけば文具屋だと思っていると、常盛と不意に手が離れてしまった。

（あっ）

　慌てて常盛を追いかけようとした時だ。

「ねえねえ」

　馴れ馴れしい話し方で呼ばれて振り向けば、髪の毛が金髪に顔立ちの綺麗な男性がいた。

　スーツ姿で整えているものの、明らかに掴まってはいけない人だ。

　無視を決め込み常盛を探すが、なぜかすぐに見つからなかった。

　焦るせいで余計だろう。

　背の高い彼を見つけ出すのは容易いはずなのに、あちこちきょろきょろしても見つからない。

「お友達とはぐれた？」

　すすっと隣に来た男性からふわあっと香水の香りがした。

「俺、一条って言うんだけど。この後お茶でもどう？」

「結構です！」

「そんなこと言わないで。これ、俺の名刺。それから、スマホを拝借。俺のこと登録しとくね」

「な！　ちょっと！」

　勝手にバッグからスマホを出されて、メッセージアプリに一条のことを登録されてしまう。ただただ見ていることしか出来ずにいると、彼はにこりと「お友達から」と屈託のない笑みを見せてきた。

　すすっと見せられた名刺を確認すれば、明らかにホストがくれるものだ。

　貰ってはいけないと名刺だけでも強引に返そうとした。

「いりません！」

「そんなこと言わないで。どう？　お・ちゃ」

「俺の妻に何をしてる？『一条』」

（常盛！）

　顔をばっと上げて駆け寄ると、常盛の顔が鬼の形相だった。

　それを見た三久は落ち着いて欲しいと思いつつ、そっと一条の方を見る。

「すみません。まさか彼女が常盛さんの――」

「妻だ。行くぞ、三久」

　ふたりの会話を聞いていて、不意に違和感を覚えた。

（あれ、このふたりってまさか知り合い？　名前お互いに知ってるような……。なんで？）

　常盛に手を強く引かれて人混みに紛れるが、気になって一条の方を向けば、にこやかに手を振っている。

（まさか、知り合い？　常盛って……本当はホスト？）

　見上げて整った顔を見つめる。

　確かにこの顔でお酒を飲まされたら、いくらでも払ってしまいそうだ。

　しかし、常盛は夜家にいる。社長という肩書が嘘だと思えないし、ホストという軽さもない。

　どういう知り合いかを訊く勇気はなく、結局黙り込んでしまうと、大きな文具店に到着した。

　そして中に入り物色し始めると、もう一条のことなど忘れて、可愛らしいシールや変わったシールに目が釘付けになった。

　常盛も書きやすいボールペンを探している。

　延々と決めあぐねていると、常盛が代わりに選ぼうかと言い出す。

　大好きなシールを前に決めかねている姿を見られて恥ずかしいが、夫婦なら仕方ないと、割り切ることにする。

「今日はこの後、何が食べたいですか？」

　シールを選びながら常盛が優しく訊いてくれる。

「タイカレーの美味しいお店があるんです」

「それ、好きなんですか？」

　シールを物色しながらも真剣に聞いてくれて、三久は嬉しさが倍増してしまう。

「大好きです。辛さが病みつきなんですよ」

「ふーん。じゃあ、今度家でも作ろうかな」

「でも、手がかかりますけど」

　そう言っているうちに、常盛はタイカレーの材料をスマホで早速探し出した。

　手頃なキットもある、レトルトもある、とぶつぶつ言いながら、結局自分で作ることに決めてしまうと、さっさとその場で材料を買いこんでしまう。

「でも、今日もタイカレーだし」

「ちょっと練習しますから」

「楽しみです」

　三久はそう言うと、常盛は真面目な人だと思えた。

　そしてふたりでタイカレーを食べに店に向かうと、常盛は真剣に味を吟味しだし、再現したいと言い出す。

　生真面目なのかと思いつつ、家でタイカレーを作ってくれる夫なんて嬉しいと、三久はにんまりと頬を緩めながら、辛さを堪能した。

　そのまま常盛の車に乗って都内のシティホテルに向かう。

　ほんわかした心地でエントランスホールを抜けてチェックインを済ますと、常盛の手が腰に回ってきた。

　恥ずかしさが増して、胸が鳴り始める。

「他の人もいるから」

「エレベーターに乗れば、もう分からないでしょう？」

「そうだけど」

　すっかり翻弄されていると思いつつ、エレベーターに乗ると三久もしな垂れかかる。

　今日は会社を休んでいるのだと不意に思い出して、罪悪感に駆られるのだが、もうそろそろ係長に結婚したことを言った方が生活しやすくなっている。

　夜の時間が惜しいし、これからは常盛のサポートをしたい。

　自分の仕事よりも、常盛のことが大事だと思える。

（いまいち、分からないことも多いけど）

　ほわほわした気持ちのまま、寿退社について考えているとエレベーターが止まる。

　最上階だと気がつくと、三久は高揚した気持ちで常盛のことを見上げていた。

「予約いつ入れたの？」

「さっきです」

「社長ってなんでも出来ちゃうのね。私が思うより、ずっと凄い」

「いえ、そんなことはありません」

　謙遜していると思いつつ、今まで常盛が出来ないと言い出したことはない。

　こんな風にただホテルに泊まるだけでも、スイートルームを用意してしまう。

　こんな生活に慣れてしまっていいのかと、時々怖くなるほどだ。

　部屋に到着して入ると、三久は後ろからぎゅっと抱きしめられた。

「この瞬間が一番好きです」

　常盛がすうっと大きく息を吸っていた。

「やだ、匂い嗅がないで」

「同じシャンプーの匂いと、それから俺の買ったネックレスが着いてます」

「嬉しい？」

「はい。最高に」

「大袈裟」

　そうして、なだれ込むようにバスルームに向かう。

　常盛がすぐに風呂を用意してくれ、三久は胸を鳴らしながら服を脱ぎだした。

　最近、身体を重ねてばかりで現実が見えなくなりそうだ。

「私、常盛のことで頭がいっぱい」

「嬉しいですね。まだ一か月ですよ？」

「でも、こんなに愛してくれた人いないもの。親だってここまで色々してくれたか」

「そうですか？」

　くすっと笑われると、三久は本音を吐露して恥ずかしくなる。

　シャツのボタンを外しながら、両親が早く結婚して幸せになりなさいと、うるさく言ってきた日々を思い出す。

　親より愛されていると感じるのは、もう三久だって大人だからだろう。

　実家にいてもうるさく言われて、大人の事情も察してくる。

　自分が家にいるだけでも光熱費がかかるだの世間体だのを気にするのは、分からないでもない。

　無条件に愛されていた幼い頃の記憶なんて忘れてしまったし、常盛からの愛情を強く感じるのは、両親が病気になり、突然親から突き放されたせいもあるだろう。

　今まで散々結婚を待たせた親には、常盛の存在は彼氏として報告していた。

　しかし、母親は大喜びになって病院を退院し、その後は体力作りに余念がない。

　常盛との出会いは良いことばかりだ。

　そう考えながらブラウスを脱ぐと、すぐに常盛がブラを取ってしまう。

　甘い声をあげつつ、常盛がするすると服を脱がすので期待で満ちる。

「お風呂まだ溜まってないのに」

「大丈夫です。少しのお湯でもふたりで入れば」

「うん」

　カチャカチャとベルトの音を立てて常盛も脱ぐと、一緒に浴室に入る。

　広い浴槽にはジャグジーが付いていて、常盛が先に入り、ちょこんと胸に収まるように三久が入る。

「外も見えます。ここの部屋はまるでカップルの為の部屋ですね」

「そうね。ダブルベッドだし、夜景も綺麗だし」

　三久は胸を鳴らせながら呟くと、膨らみをいたずらに弄られる。

　先端を捏ねられると、切なく息が漏れた。

　身体を震わすと、そのまま首筋にキスが落とされる。

（外じゃないけど、外が丸見え。漫画のシーンみたい）

　三久はぼうっと考えてしまうとキスに耐え切れなくなり甘い声をあげる。

「んっ……ネックレス……外してな……」

「大丈夫です。いつも身に着けて欲しいので」

「でも……やぁっ……そこっ……いつもいつも、すぐ触る！」

「だって、三久はここが弱いんですから」

　ぷにぷにと先端を捏ね回されて、腹の奥から蜜が溢れだすとすぐにでも貫いて欲しくなる。

　しかし、三久もこの一か月で常盛がそんなことをしないことを知ったのだ。

　どんなに懇願しても、おねだりしても、彼は早急なことはしない。

　右手がピンク色の先端を捏ねる中、常盛の舌先が首筋から背中を這い出す。

「やぁ！　そんなところ」

「このまま、全部……見せてください。壁に手をついて？」

　三久は言われるがままに手をつく。と、お尻を突き出す恰好になった。

　背中では舌が蠢き、つーっと尻の方に向かっていた。

　ぞくぞくとした感触に耐えつつ、時折甘い声が漏れてしまう。

「はぁ……やぁ……恥ずかしくて……」

「どうして？　もう何度かしているでしょう？」

「で、でも……いつもと違うの」

（全身支配されてるみたい）

　頭の中がトロトロに蕩ける中で、舌先は尻肉を掻き分けて秘丘に到達した。

　そのまま舌先が蠢くと、腰がヒクンと動いた。

「やぁ！　そこ、まだ洗ってないのに」

「洗ってあげましょうか？　今から」

　三久はぶんぶんと首を振る。

　今更途中で止めるなど出来るわけがない。

　腹の奥がジンジンと熱くなって、触れられただけで猛りを欲している。

　常盛からの行為かと思うと余計に身体が鋭敏に反応してしまう。

　舌先が肉を掻き分けて秘肉をちゅっと吸いつくと、腰が跳ねた。

　そのまま舌が這いまわり、襞を往復し始める。

「あっあっあっ！」

　腰が震えだすと、花芽に吸いつかれた。

「あぁ！」

「ここ、本当に感じやすいですね」

　そう言うなり、今度は指先で摘ままれる。

　こりこりと弄られて、三久の意識が朦朧とし始めた。

　頭の中が常盛のことで満たされていき、口をぱくぱくさせながら名前を呼んだ。

「常盛……常盛……」

「まだまだ」

　じゅるっと音を立てて吸われて、ヒクンと身体が痙攣した。

　恥ずかしくてたまらないのに、幸せに満ちていることが信じられない。

「早く、して？」

「じゃあ、指を入れます」

　そう言うなり、急な圧迫感に目を剥いた。

　何本入れているのだろうと後ろを向きたくなるが、怖くて振り向く勇気がない。

　腰が激しく揺れて、身につけていたネックレスも激しく揺れる。

「なに……今日の常盛……何か、変……」

「ええ。少しだけ」

「ねえ、すごくきつい。指だけなのに」

「四本入れましたからね」

　驚きの数に言葉にならなかった。

　自分の身体がよく受け入れたものだと思ったし、すんなり入ったことにも驚いている。

　でも、常盛が平然とそんなことをするのだって信じられない。

　いつもなら、楽しむ余裕があるはずなのに。

　ぐちゅぐちゅと激しい水音がバスルームに響いて、三久は耳を覆いたくなった。

　身体がひくつき、こんな激しい行為でも快感に喘いでいる。

　指が引き抜かれると、三久は息を切らせて振り向いた。

「……はぁ……はぁ……常盛。どうしたの？」

「今日は、ちょっと独占欲が強くなってしまっています」

「いつもと変わらないのに」

「いえ、ちょっと違いましたよ。もう忘れましたか？」

　そう言うなり、常盛の熱が強引に割り入った。

　驚いて目を剥くと、そのまま後ろからズンズンと激しく突かれる。

　何が違ったろうかと朦朧とする意識の中で考えるが、楽しい思い出しか思い浮かばない。

　強いて言えば一条が現れて、ちょっと怖い思いをした。

　でも、常盛がすぐに助けてくれて――。

「あんっ！　そんなに奥まで……！」

「もっと奥に入りたいです」

　その熱の籠る言い方に、三久の心臓が高鳴りだした。

　こんなに深く愛されたことがあったろうかと思わず振り返るが、彼以上の人間はいない。

　でも、そんなことを考えていると、むくっと熱が膨張したことで三久は我に返った。

（避妊してない！）

　いつもは丁寧に着ける避妊具だが、今日はなだれ込むようにバスタブに浸かり、抱きあうかたちになった。

　常盛が装着したところを見ていないし、シティホテルのバスルームにそんなものがあるとは思えない。

「常盛っ……ど、どうしたの？　今日、着けてないでしょ？」

「ええ。なにか？」

　平然と答えられて、三久の方が戸惑ってしまう。

　突き上げられてそれでなくても息が淫猥に漏れて、時折喘いでいる。

　いつもと変わらないように見えると言われたら、妻だからこそ、反論が難しくなる。

「どうして、今日は何も……んっ……んんっ……着けないの？」

「そろそろ子供が欲しいからです」

　その言葉を聞いて、いきなり現実を突きつけられた思いだった。

　今までの夢心地の新婚生活は、どこか浮世離れしていて、三久の想像の産物かと思うものばかりだった。

　でも、今突きつけられたのは、確実に現実だ。

　結婚したならば、避けては通れない。

　最奥を突き上げられて、秘肉が猛りをきゅっと締め上げる。

　熱を感じて応じるように身体が反応し、背筋を戦慄かせて悦んでいるのに、気持ちは複雑だった。

　この蕩けるような生活が、急に現実味を帯びてしまう。

　でも、それこそが結婚だ。

「だ、だめ」

「何がです？」

　三久が呟いた言葉に、常盛は反応する余裕があるようだった。

　でも、答えなんて言えそうにない。

　子宮を揺さぶるような激しさが、次第に蕩けるような甘美な刺激に変わり、耐えきれなくなってくる。そうなると、今度は常盛のことで満たされてしまい、現実的なことなど頭から吹き飛んでしまう。

（おかしくなりそう……。常盛は、それを分かってて？）

　ぐんと思い切り突かれて、背を仰け反らせた。

　ネックレスはふわりと浮かび、三久の視界に入る。

「もう少しですね？」

「あっ……常盛……常盛……ぃ」

　胸を鷲掴みにされて揉みしだかれると、感度が倍増して腰を自ら振っていた。

　そして、三久の頭の中にはぼんやりと『常盛ならいい』と思い始める。

「ちょうだい……いっぱい……いっぱい……」

　意識を朦朧とさせながら、三久は言っていた。

　なにもかも忘れて、常盛と一緒に幸せになりたい。

　彼なら問題ない。

　そう思った刹那、男根が膨張し、腹の中で蠢き始めた。
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　常盛の切ない声を聞きながら、男根の抜き差しが早くなると、更に腰が激しく揺れる。

　三久が常盛の名前をもう一度呼んだ時、腹の奥で白濁が飛散した。

「あっ！　あぁ！」

　三久は腹の奥に初めて熱を感じた。

　どくどくと溢れてきて止まらずに、足に伝い落ちている。

　互いに息を切らせながら、常盛は三久を後ろから抱きしめた。

「これで、もっと深い仲になれましたね。三久」

「うん」

「子供はいっぱい欲しいですね」

「まだ、先の話……」

　腹の中がじんわりと温かく、三久は平静ではいられないのに、常盛は呑気に話している。

　今日からエッチは子作りに変わるのかもしれない。

　そんなことを思いながら、三久は貰ったネックレスをそっと弄った。

　バスルームでもう一度エッチをして身体を洗い合い、ガウンを着てベッドに寝転がると、お腹が空いた。

　何も食べないで抱きあったことも信じられない。

　けれど、そこまで自分を想ってくれるなんて嬉しいと、三久は頬を緩ませる。

　ごろんと横に寝そべる常盛は、三久をそっと抱き寄せてくれた。

「なんか、お腹減ったね？」

　幸せに満ちた三久の言葉に常盛は何も言わなかった。

　どうしたのだろうと顔を覗き込むと、真剣な顔で天井を見上げている。

「どうしたの？」

「三久、俺のこと本当に忘れてるんですね」

「忘れてる……？」

　どういう意味か分からなくて、そっと身体を起こした。

　常盛もベッドの上に座ると、ふたりでダブルベッドの上で向かい合って座る。

　真剣に見つめられて、三久は困ってしまった。

　常盛との出会いは偶然ではないのだろうか。

「俺を覚えてないのは分かります。でも、本当に思い出してくれないと、ちょっと辛いんです」

「あの……ごめんなさい。はっきり言って？」

「俺は、前に一度だけ三久とお見合いした男です。覚えてませんよね。お互いに最悪だったろうから」

　そう言われて、頭を殴られたような衝撃を受けた。

　あの日のことは、屈辱感でいっぱいで胸につかえている。

　忘れようと必死で頭の片隅においやっていたのに、フラッシュバックするように蘇る。

　『水上常盛』です、と面倒くさそうに言われて、時間の無駄だと言わんばかりの態度だった。

　名前すら忘れていたのは、そんな人のことなど覚えていたくなかったせいだ。

　実際にこんなにも特徴ある名前にもかかわらず、記憶の彼方に忘れてしまっていた。

　それに、お見合いの席で、三久は新調した紺色のワンピースを着て出向いたのに、彼はヨレヨレのスーツで、髪も伸びて頭もぼさぼさ。今のような見た目でもなかった。

　その時、社長だから仕方ないと言われて納得するしかないと思ったが、テレビに映る社長を見れば、そんな恰好をした人はいなかった。

　なにもかも騙されていると思ったし、その人がお見合いに乗り気じゃないのはよく分かってしまった。

　バカにされたと痛感したし、張り切って出向いた三久はしばらく傷ついていたのだ。

　社長だからお見合いした、という自分がいけないと責めたこともあった。

　その人は三久のように、『社長』と聞いて目を輝かせてしまう女性を嫌いだったのかもしれないとも考えた。

　三久は初めてきた結婚のチャンスをなんとか手にしたいと必死だったのだ。

　他界した祖父の知り合いから連絡があり、偶然話が進んで見合いの席が設けられた。

　恋愛もまともにしたことがない三久にとって、お見合いでもなんでもいいから結婚をしたいと思った。

　でも、その時現れた常盛は「仕事で忙しいので」という言葉ばかりで、三久の目も見ようとしなかった。

　思い出すだけでも、同一人物とは思えない。

「どうして？　あの時の恰好、酷かったじゃない。見た目も気にしないで生活してる――だったっけ……。そう言われたような気がした」

「そう。その時はそうだった。忙しい自分が好きだったし、自分に言い寄る女性も嫌いでした。だから見てくれなんて気にしないで仕事に没頭していました。でも――」

　常盛は寂し気に視線を落とす。

　三久だって平常心ではいられない。

　平穏でラブラブな日々だった。

　過去をほじくり返さなくても、常盛とは上手くやっていけたはずだ。

「今更、どうして？　今上手く行ってるのに」

　三久はその後の惨めな自分を思い出すと聞かずにはいられない。

　お見合いが失敗した後は、ひたすら結婚話から逃げる日々。

　猫背になって仕事に没頭し、ＴＬ漫画をひたすら読み、現実逃避をした。

　でも、今は自然と背筋だって伸びている。

　あの時、常盛がＯＫしてくれれば、今と同じような生活が出来たはずだ。

「そうですね。でも、三久は少しも俺を思い出さない。勝手なことだと思ってます。こっちは全力で見た目を変えて、あの頃の面影を消してるのに、思い出せなんて勝手すぎるとは思います。でも、俺はお見合いで出会った日から、三久にひとめぼれしているんです」

「うそよ……」

　信じられないと力が抜けた。

　あの日のお見合いは大失敗だったと両親だって言っていた。

　自分だってそう思う。

　連絡先の交換もせず、ろくな会話もしないで、食事をしながら、ただ時間だけが過ぎた。

　当時の常盛が自分にひとめぼれをしたなんて、どう考えても信じられない。

「今は身なりを整えることを必死で友人に教えてもらって覚えましたけど。あの時は、疲れてヨレヨレのスーツを着て出向くしか出来なかった。内心では三久を良い人だなと思っても、たいした相槌も打てなくて悔しい思いでしたから。自分が適当にしか会話が出来ないのに、三久は必死に合わせてくれた。普通なら、しれっと態度を冷たくするのに」

「でも、あれはお見合いの席よ？　ちゃんとしないと――。相手に失礼だから」

「確かにそうです。俺が失礼なんです。でも、三久は必死で会話をしようとしてくれました。そんな人がこの先現れるのかと、会社に戻って考えたんです」

「だって、仕事がって」

「ええ。沢山ありました。俺にとって三久と離れてからの方が女性として、好きな人として存在が大きくなっていったんです――」










　――三年前。お見合い後の月曜日。










　常盛は自分が見合いの席でやらかしたことを、ぼんやりと気がついていった。

　ヨレヨレのスーツ、ぼさぼさの頭。そして極めつけは見合いに興味のないような言葉のオンパレード。

（忙しい、が口癖は感じが悪いと注意されているのに）

　頭を抱えて背もたれに身を預けるが、昨日会った香川三久のことが脳裏に焼き付いている。

　こんな自分でも必死に会話を盛り上げようとして、色々と話してくれた。

　いくら肩書が申し分ないとはいえ、常盛は女子受けがすこぶる悪い。

　そんな彼を案じて設けた見合いだったというのに、仕事を優先してしまう自分が憎らしかった。どうしたらこんな自分が変わるだろうかと考えるが、秘書から伝えられた予定は分刻みだ。

　ではなぜ分刻みの予定になっているのか。

（俺のワンマン経営、ということになる）

　常盛は頭を抱えた。

　副社長すら完全に信用せずに、仕事は常盛が全て指揮していた。

　となると、当然忙しくなり、責任も常盛にのしかかる。

　昨日のような絶好のチャンスを失うことだって、今後、プライベートならず仕事でもあるかもしれない。そんなことが頭によぎる。

　秘書を呼び出し、常盛はすぐに仕事の見直しがしたいと打ち明けた。

　そして、緊急会議で副社長を始め、役員を呼び出し、仕事の分業を提案することにしたのだ。

「大丈夫ですか？　会社が心配だからひとりですると仰っていたのに」

　秘書の不安そうな声を聞きながら、「問題ない」と返事をした。

　そして、その日から常盛は一度きり会っただけの三久のことが気になって仕方なくなり始めた。

　一度破談になった見合いに、もう一度応じてくれるとは思えない。

　かと言って個人的な出会いでも、許してくれるのか不安だった。

　そもそも、常盛を好きだと思っていないだろう。

（仕方ない）

　スマホを取り出し、『悪友』というライングループに相談する。

　『好きな人が出来た。手っ取り早くかっこよくしてくれ』と。

　世界で一番手っ取り早い方法が、ありとあらゆる人脈に通じる、このライングループだった。

　最初は異業種交流会で知り合って仲良くなって連絡先を交換していたが、次第にその輪が膨らみ、いつの間にかホストから露店を営むオーナーまで、このライングループに入っている。

　勿論、中には常盛からの見返りが欲しくて付き合っている人間もいる。

　仕事の相談だったら出来る範囲でのっているが、その逆もあるのだ。

『いいですよ。今日の夜、店に来てください。予約入れておきます。髪の毛は任せてください』

『じゃあ、服は俺が』

『女性の扱いは俺が得意です』

（ホストまで……確か、一条か）

　遊びじゃないんだと思いつつ、とりあえず、会って話して真剣だと言うことを伝えるしかない。一条は店でも期待の新人らしく、いつでも女の子を連れてきてくれと言われている。

　行くわけがないと断っていたが、こんな形で世話になるとは思わなかった。

　結局、数名が名乗りをあげて、常盛の為に時間を取ってくれた。

　髪の毛はくたくたに寝ていた黒髪を切り揃えパーマをかけ、毛先が遊ぶように仕上げられ、整える方法を何度も教わって、練習するように言われる。

　そして、更に服にもこだわりを見せるようにと、スーツ選び、私服選びまで任せることに。

　そして、女性の扱いについては一条がカフェで熱弁を振るった。

「まず、出会いです」

　アイスコーヒーを飲みながら、一条は大きなサングラス越しに言ってくる。

「出会い。確かに、すでに一度会っている人間との再会は難しいものがある」

「そう。ほっとけない犬を演じるんです」

「ほっとけない犬。捨て犬みたいな感じか？」

「そうです。このまま捨てられたら、俺は死ぬかもしれない、そんなことを匂わせるんです。泣いてもいいんです。今の常盛さんなら、必死さが武器になります」

「でも、捨て犬ってなあ」

　常盛は頬を掻いた。

　今までそんな思いをしたことがないし、女性から捨てられたこともない。

　どちらかと言えば、身なりを整えなくても、『社長』という肩書だけでも女性が勝手に群がることがあるくらいだ。

　捨て犬のように懇願する状況とは、そもそもどんな時だろうか。

　常盛が顎を摩さすりながら、目を伏せて考えていると、一条はずずっとアイスコーヒーを飲んだ。

「それから、昔会ったことがある、それも伏せないとダメですね」

「どうしてだ？」

「そもそも、見合いでお互いに散々な思いをしたんでしょ？　常盛さんのせいで。だったら、彼女だって思い出すのは嫌なはず。再会する時、常盛さんは完璧な白馬の王子様でないといけないと思います」

「白馬の王子様……。俺が？　無理だろ。そういうことをしたことがない」

「そういう態度がそもそもいけないんです。まず！　言葉遣い！」

　びしっと言われると、常盛は顔をひくつかせた。

　今まで何も思わなかったが、何か他人を不快にさせているのだろうかと怖くなってくる。

　一条がじっと自分の顔を見て、にたっと笑う。

「です、ます口調に代えるんです。声音は変えられないけれど、話し方なら出来るでしょ？」

「いや……。常にか？」

「そうです！　俺が何の努力もなくホストやってると思ってますか？」

「いや、それはないと思うが。口調を変えるのは難しいな」

「これからは『難しいですね』です。俺がビシバシ鍛えますよ」

「本気か？」

「『本気ですか？　一条くん』です。すぐにやらないと、会える日がどんどん遠くなりますよ？」

　一条の目がきらんと光った。

　常盛は、相談相手は間違えていないが、プロ級過ぎてついていけないと、肩を落とす。

　すると今度は「やる気をなくさない！」と指摘をされた。

（俺は、他人にならないといけないわけか）

　そこに一抹の不安を覚えつつ、それ以来一条から話し方、女性の喜ぶポイントを教わった。

　必死になればなるほど、一度しか会ったことのない三久への想いが膨らむ。

　見た目を変えるだけでなく、話し方まで変えて、そして、見合いをセッティングした知人から、三久の住んでいるアパートを突き止めた。

　自分がやりすぎていないか不安になるが、一条は必ず言うのだ。

　『やりすぎくらいが女性は好きなんです』と。

（そうなのか？）

　ホスト業界に限ってではないかと不安になっていたが、一条は再会の作戦まで練ってくれ、もはや参謀のように常盛の傍で見守ってくれていた。

　そこまで入れ込む女性はどんな人かと訊かれても、勿論教えるわけはない。

　一条みたいな男に近寄られたら、三久は手慣れた方を選ぶかもしれないし、まだ常盛の自信だってなかった。

　一条はあくまでも『悪友』のメンバーとして今後も付き合っていく。

（しかし、アパートにいきなり押しかけてバラを渡すなんて、本当に上手くいくんだろうか。一条はこんなことを特別な女性に毎回やっているそうだが）

　道中の車の中で頭を抱えたくなるが、もう引き下がることは出来ない。

　水上常盛は、今日限りで全くの他人になる。

　三久だけを想うパートナーに変貌すると決めたのだから。

（その手のエキスパートが考えた作戦だ。俺が失敗しなければ平気だ）

　拳を握ると、車はバラの匂いでむせかえりそうになる。

　そして、三久と三年振りに再会し、水上常盛は生まれ変わった。
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（信じられない。同一人物なんて。しかも私の為に）

　ホテルのスイートルームで受けた説明は、にわかには信じられないことだった。

　仕事中であることを忘れて、ぼんやりとオフィスの壁を見つめてしまう。

　資料作りがあるのに、手に付かずにため息を吐いてばかりだ。

　まず、常盛は自分と再会する為に見た目を変え、喋り方すら変えたこと。

　一度しか会っていないが、会わなかった空白の時間のせいで余計に三久への想いを募らせてしまったことを聞くと、何も言えなくなった。

　自分が結婚しないのかと言われ続けた三年間、常盛が必死に努力してくれたことも嬉しいし、なにもかも変えてくれたのだって信じられない。

　でも、普通に謝罪して会ってくれれば良かったのにと、さすがにベッドの上でぼやいてしまった。

　常盛が完璧に他人になりたいが為に、時間が必要だったこと。

　以前会った人だと分からないようにしたかったと説明されたが、普通に謝罪されてお付き合いを再開するだけでも、全然構わない状況だった。

　しかし、劇的な出会い方をしたおかげで、交際ゼロ日で結婚という常識では考えられない行動にも移せたわけだ。

　三久の母親が入院しているのも知っていたらしい。

　利用されたことは悔しいが、きちんと謝罪された。

（常盛と付き合ってるって聞いた途端に退院したし。彼と会って、良いことずくめ）

　ぼんやりと仕事を再開すると、係長がちらりと三久を見てきた。

　そして立つなり、三久の方へと近づいてくる。

（ああ、また言われる）

　後ろに立つと、係長はぽんと肩に手を置いてきた。

「香川くん。結婚はまだかい？」

「は、はあ」

「憧れは？　神前式？　ウェディング？」

「ええと、そうですねえ。ウェディングドレスがいいです」

「じゃあ！　相手を見つけないといけないね」

　係長の言葉に三久は今にも言い返したい思いになる。

　しかし、常盛に相談すると言われたのだ。

　『その手の人間には常識的なことしか通用しない』と。

　それは三久だって分かっている。

　けれど結婚しているのに、打ち明けられずに嘲笑われるのは辛いのだ。

　今にも言いたいという衝動に駆られながら資料を作っていると、スマホが振動した。

　誰からだろうと思っていると、『一条』という名が表示されている。

　一瞬誰だろうと思うが、以前一度ナンパされた時に強引にナンバーを登録されたのだと思い出した。

　慌てて席を立ち、二度と掛けてこないで欲しいと言ってやろうと、休憩スペースに急いだ。

　長くコールされて呆れたが、そのおかげで休憩スペースまで走ると、すぐに三久は電話を取る。

「何でしょうか？」

「怖い声も可愛いですよ、三久さん」

「気安く呼ばないでください。仕事中なんで！」

「そう言わずに、お昼に出て来て欲しいんです。常盛さんのこと、ちゃんと知って欲しいので」

「……もう充分彼のこと教えてもらいましたけど」

「まあ、一応。俺からも説明します。常盛さんには内緒にしてください」

　そう言って、三久の働くオフィスビルから近いカフェで落ち合うことになった。

　これ以上知ることがあるのかと思いつつ、三久は慌ててデスクに戻り資料作りに専念する。

　ここでは未婚の『香川三久』なのだ。

　役所ではすでに『水上三久』となっているというのに、未だにに結婚出来ないと蔑まれた目で見られるのは悔しい。

　もどかしい思いになりながらも、三久はキーボードを叩いて資料を丁寧に作り、昼になるのを待った。

　そして昼なるなり、バッグを持って外に飛び出すと三久は約束していたカフェに急ぐ。

　テラスのあるお洒落なカフェで、普段は利用しない。

　しかも噂では、見た目が洗練されていたり、綺麗じゃないとテラス席には座らせてもらえないのでは？　と聞いたことがある。

　オフィスカジュアルな姿で行っても、奥の席でこじんまりいるだけだと思っていると、テラス席に一条が優雅にコーヒーを飲んでいる。

「久しぶり～」

　手を振りながら、にこやかに笑みを見せてくる。

　人懐っこい小型犬のようで、一瞬動揺してしまう。

　常盛が大型犬なら、一条はチワワのようだ。

　恥ずかしいと思いつつ、席を見つけて前に座ると整った顔を見て余計に緊張する。

（常盛がいても、この人は別格）

「あんまり緊張しないで欲しいですね」

「そう言われても。常盛とはお友達だってことは聞いても、慣れないの」

「ホストだからですか？」

「そう……だし。常盛以外の男性と会うことが」

「惚気だ。まったく、そこまで常盛を育てたのは俺ですよ」

「それも、聞いたけど……」

　三久はその辺りの話が信じられなかった。

　社長をしている常盛が、ホストの彼の言いなりになって、女性に対することを学ぶ姿が想像出来ない。

　しかも、一条の関係についてはぼやかされていて、あまり詳しくは話してくれていない。

　一条がコーヒーを飲むと近くに座る女性の視線を感じた。

　勿論、見ていたい気持ちだって分からなくもない。それぐらい、容姿は磨かれている。

　しかし、彼と話すのも見つめるのも、本来ならお金が必要なのだ。

　後から金銭を要求されたらどうしようかと、不安になりそうだ。

「話ってそれだけですか？」

　三久が痺れを切らして訊くと一条が首を振った。

　コーヒーを優雅に置いて、長い足を組み替える。

　今日は白いジャケット姿に細身のジーンズを合わせていて、金髪もサラサラだ。

　眩しくてまるで異世界の人間のようだ。

「常盛さんは、多分三久さんに会う為に嘘を吐いたはずなんです」

「嘘？」

「そう。盛大な嘘です」

「なに……？」

　三久は出会った頃を思い出す。

　そもそも、出会い自体が作られたものなのだ。

　嘘だって吐いているかもしれない。

　今更一条の口から言われなくても、もう三久は許してしまえるが。

「常盛さんは、女性にフラれたという話をしたと思うんです」

「あ！　そうだ。その人がいないっていうから、私と結婚することに」

「でも、そもそも、そんな女性はいません。安心してください」

「え……ええと」

　三久はどう答えたらいいのか戸惑ってしまう。

　心配するような女性がいなくて嬉しいと喜ぶべきか、それとも、したたかに三年も三久を狙い定めていたことに、若干どうしたらいいのか分からないと素直に言うべきか。

（常盛から話を聞いた時も思ったけど、聞かなければ良かった。気を回してくれるのは嬉しいけど）

　三久は内心思いつつ、一条が意外にも優しいのだと見直してしまう。

　もっと女性をぞんざいに扱ったりするのかと思ったのだが。

「とにかく、常盛さんは、三年前から、三久さんだけですから」

「そうみたい。嬉しいことよね」

「そうです。不安になることもありません」

「残念だけど、常盛と一緒で不安になったことないの」

　そう言うと、一条の頬が緩んだ。

「また惚気で」

「だって、仕方ないでしょ」

　三久はそれだけ告げると、コーヒーを飲み干し伝票を持ち席を立った。

　やはり、常盛以外の男性といるのは落ち着かない。

　しかも相手が一条となると、常盛が嫉妬するような気がする。

　今日のことは絶対に内緒だ。

「会ったこと、常盛には言わないで」

「言いません、分かってます」

　そう言って、三久は去るとふと、一条と常盛の話し方が重なった。

（あれ……？　一条さんと常盛の話し方って似てる）

　また既視感かと呆れつつ、詮索はもうやめようと昼ご飯を買いに露店に向かって足を向けた。

















第四章












　朝から身綺麗な服を着て欲しいと頼まれて、白いワンピースを選んで、ネイルやイヤリングも華美にならないように落ち着いたものを施した。

　どこに行くのかと訊くと常盛は押し黙る。

　結局、常盛は見合いで出会った三年前から三久のことを好きだった。

　そのことが分かって、彼の一面だけを好きになっていたことに気がつかされた。

　常盛は、あの頃の冴えない自分ならこんなに好かれていなかったろうと、時々、虚しさを覚えていたことも聞かされた。

　お見合いでの出会いが全てだが、あの日、ボタンを掛け違えただけで結局は上手くいっていたのだ。

　常盛は自分を変えて、三久は三年も結婚を待たされた。

　恋愛期間こそないが、細く見えないほどの赤い糸が自分に結ばれていたと思うと恥ずかしくなる。

　今まで以上に彼には愛情を返していきたいと思う。

　でも、あれきり、常盛はなぜか強張った顔が増えてしまって、夜の時間以外は難しい顔でタブレットを見つめることが増えていた。

　なにかと覗こうとすれば、すっと別の画面に切り替えてしまう。

　そして、週末にせっかく出かけるというのに、なぜか楽し気というより緊張した面持ちだ。

「どうかした？」

「いや……。それより、三久は友人は多いですか？」

「ううん、そんなにいないかもしれない。大学時代の友人が少しと、幼馴染。それくらいかしら？」

「そうですか」

「それがどうかした？　教えて」

「まだダメです。さあ、行きましょうか」

　そう言って、マンションの地下駐車場に行くとスーツを着た常盛は、そのまま黙り込んでしまった。

　もうお互いに愛し合っているのだし、過去は過去、今は今だと三久も告げた。

　それで常盛も納得したと思ったのだが、まだ何かしこりでもあるのだろうか。

（こういう時、何考えてるか分からないって不安）

　そう思いながら、車に乗ると都心から少し離れて海沿いのホテルに向かう。

　今日はここでランチを食べてお泊りデートかと思っているが、その割には身なりに気を遣って欲しいと言われた。

　いつも身だしなみまで口を出さないし、綺麗にまとめていれば悪目立ちすることもない。

　一体なんだろうと思っていると、ひとつの海沿いの大きなホテルに入る。

　なんだろうと思っていると、車は駐車場に入り停まる。三久がスカートを気にしながら車から降りると、常盛がすぐに手を引いてくれる。

「ありがとう。今日はどうかした？」

「いえ」

「そう……。ここでデート？」

「いえ、違います」

「え……。じゃあ、何？」

　常盛は答えてくれず、そのまま手をぐっと引いてくる。

　ホテル内に入ると、そのままウェディングカウンターまで向かう。

　そこで初めて、常盛の緊張の意味が分かり三久も頬を染めた。

「ここ、どうやって見つけたの？」

「色々と情報を集めて。三久にもさりげなく、どこの式場が好きか訊いてあります」

「え。そうだっけ？」

「ええ。まあ、俺の伝手ですけどね」

「そう……」

（一体いつ聞かれたかしら）

　考えつつ、三久たちは挙式予約と見学がしたいと伝えると、快く出迎えられて、ソファに座った。

　開口一番、「ご結婚おめでとうございます」と言われて、気恥ずかしい思いになる。

　ふたりの気持ちが通じてから、初めて言われたお祝いの言葉だった。

　そして、アンケートに答えたり、具体的にどんな式にしたいかを書いたりし、日程を決めると、三久の心はウキウキしてきた。

　館内を案内されると、チャペルはホテル内ながら広々していて、外の海が一望出来、ガラス張りだった。

　思わず息を呑むような綺麗な作りに、今まで必死に選んでくれたことが嬉しくなる。

　しかし、三久も一緒に選びたかったものだ。

　カウンターに戻り具体的な話を決め始めると、三久は常盛を見つめた。

「どうしてひとりで決めたの？」

「三久のことだから、多分時間がかかって決まらないと思ったんです」

「そう？」

「俺にとって、三久の考えは手に取るように分かるんです。三年前から見てきた人だから」

「そうね」

　自分の考えを当てられて恥ずかしい想いになりつつ、幸せに包まれてしまう。

　そんなことを言っていると、常盛はおもむろにポケットから小箱を取り出す。

　なにかと思っていると、その箱から大ぶりのダイヤの指輪が顔を覗かせた。

　声も出ないでいると、そっと手を取られて、薬指に嵌められる。

「いつ。こんなもの」

「いつでも用意出来ます。婚約指輪、とでも思ってください。指輪を交換する前の期間に嵌めて欲しいです。ちょっとした独占欲ですよ。次は正式な結婚指輪を式で交換するだけですね」

「うん」

　自然と涙が溢れた。
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　この人は自分だけを想ってくれている、それを確信したし実感出来る。

　最初の出会いこそ衝撃的で信じられないものだが、のめり込んでしまうように常盛のことで頭がいっぱいになるには、彼の努力があった。

　その日も、初めて貰ったネックレスを身につけていると、思わず触れてしまう。

「今日も身につけてくれてるんですね。ネックレス」

「そう。大切だもの」

「一生大事にして欲しいです」

「ネックレスを？　どっちも大事よ」

　くすっと笑うと、式についての話が始まり、三久のウェディングドレスの試着の日にちが決まり始めた。

　そして、次回は更に披露宴についての話を詰めたり、ドレスの試着をしたりと、忙しく、初日だけでもぐったりしてしまって、思わず常盛にしな垂れかかる。

　疲れたせいで、つい甘えてしまう。

「今日はここに泊まりますから」

「そうだと思ったの」

「今すぐ部屋に行きますか？」

「でも、お腹空いてないの？」

「お腹より、満たしたいものがあるんです」

　指を絡ませられて、急に熱っぽい視線を送られる。

　さっきまでの真面目な顔とは一変して、獰猛ささえ感じる視線に身体中が熱を帯びる。

　この人は、本当はもっと荒っぽい人だったのかもしれない。

　そんなことが、時々よぎる。

　もう、もとの常盛で良いと告げたい。

　手を引かれてエレベーターに乗ると、三久は勇気を出して常盛に言った。

「もとの常盛に戻って。私、ありのままのあなたを好きになりたい」

「嫌いになりませんか？」

「どうして？」

「俺がまた仕事だけしか考えなくても、いいんですか？」

「それは、嫌だけど。でも私だけ何も変わらないなんて、不公平だわ」

「では、後で少しだけもとに戻します。実は俺も、です、ます、口調は最後まで慣れないもので」

「そうなの。じゃあ、普通に喋って？」

　三久がそう言うと、常盛はにこっと微笑み腰をぐっと引いて、口づけてきた。

「一条が怒るんだ。話し方がなってないって」

「そんなの、気にしてないから」

　甘い息を漏らしながら、舌先を絡めていると常盛の熱が身体に当たる。

　それだけでもどくんと胸が跳ねて、耳朶が染まり蜜がとろとろに溢れだした。

「常盛……」

「三久……幸せか？」

「うん。とっても」

　エレベーターのドアが開くと、常盛は待てないとばかりに部屋まで手を強く引き、到着するなり、入口で抱きあった。

　キスをもう一度されると常盛はすぐにスカートを捲りあげてくる。

「んっ。待って」

「だめ。俺の三久だから」

「もう、充分分かってるでしょ？」

「もっと教えないといけない」

　耳朶で囁かれて、身体がひくんと震えた。

　そのままなだれ込むようにベッドに向かうと、押し倒される。

　三久の着ていたワンピースはすぐに脱がされて、下着すら剥ぎ取られてしまう。

　すぐに裸にされてしまうと、足を開かされて蜜で溢れているところに指先が這った。

「あっ！」

「こんなにしてる。俺のだと分かっていても」

「だって、常盛のこと好きだから」

　ぬちぬちと水音を立てながら、花芽を摘ままれると身体中が粟立つ。

　逃げるように腰を引いても、強引に指は蜜道に入り込み、そのまま抜き差しをされる。

「あっ……あっ！」

　くちゅくちゅとはしたない水音が部屋中に響くと、さっきまで真面目にウェディングのことを考えていたとは思えなくて、余計に羞恥を煽られた。

　指輪まで貰い、神聖な儀式についての話をしていたのだ。

　それなのに、自分たちがもっとも今欲しているのは互いの身体と心。

「おかしくなりそ……ぅ」

「俺のこと考えすぎて？」

「そう、常盛のことで……頭の中いっぱい……んんっ！」

　ひくんと身体を震わせながら、官能に酔いしれていく。

　蜜芽を丁寧に圧し潰されて捏ねまわされると、じんじんと腹の奥まで刺激されるような気持ちになる。

　自分の子宮をじわじわと刺激されているようで、切ない気持ちに満たされてしまう。

　常盛は時々三久の表情を見ながら、片方の手で膨らみを揉みだした。

「あん！」

「ここも弱い。左の先端が特にね」

「やだ、いつもとちが……うから。違う人みたいで……」

「悪いことしてるみたいだろ？　それも分かってる。三久は慣れてないから」

　頬を赤らめながら、三久はイヤイヤと首を振った。

　彼にしてみれば、もはや言葉尻を変えることなど造作もないことないらしい。

　ただ、過去への肯定と三久を独占したい気持ちが優先して、いつもと言葉遣いを変えている。

　それだけなのに、三久の身体はいつもより反応してひくひくと震えてしまう。

　しかも、常盛の鋭い目つきに頬を染め、羞恥を煽られている。

　いつもは優しい眼差しを向けてくるから、余計に背徳感に襲われてしまう。

　ふにふにと胸を揉まれ、ピンク色の先端を摘ままれながら、蜜芽を弄られると、三久は蕩けてしまい、息を荒げて朦朧とした。

「もう……だめ……常盛……常盛……」

「もっとだ。いつも簡単に済まないだろ？」

「そう、だけど」

　いつだって、愛撫が長く果てるまで存分に身体を愛してくれる。

　でも、今日の常盛からは愛情と同時に征服欲を感じて、少し緊張してしまうのだ。

　身体が鋭敏に反応するものの、なだらかな快楽を感じつつ、常盛を想うと緊張して余計なことを考えてしまう。

「だめ……早く入れて」

「そうはいかない。だって、もう三久は鎖で繋いだんだから」

「鎖？」

「そう。ネックレスは首輪だ」

「確か……ずっと身につけて欲しいって」

「そうだよ。俺はずっと独占欲も支配欲も強い。そんな俺でも好きか？」

　三久は迷わず頷いていた。

　ネックレスのことは気がつかなかったが、彼がそういう人間だと分かっていたからだ。

　でも逃げだしたいとは思わなかった。

　むしろ、そんな深い愛に包まれてみたいと思う。

（やっぱり、私、変……にされちゃった）

　とろんとした目で常盛を見つめていると、蜜壺に指が突き入れられる。

　いきなり二本の指が挿入されても、膣内はぬめりすぐに入り込んだ。

「あっあっ」

「指に絡んでくる。もっと奥まで入れるよ」

「んん」

　三久は頷くと長く節ばる指が奥に突き進む。

　そしてそのままめちゃくちゃに掻き混ぜられると、腰が跳ねた。

　三久の弱い部分を常盛は熟知していて、一気に果てそうになってしまう。

「やぁ！」

　指が三本に増やされて、今度は抜き差しに変わる。

　ぐちゅぐちゅという音が激しく響き、三久は恥ずかしさに目を瞑った。

　しかし同時に常盛からの愛情を感じて満たされてしまう。

「もっと、して？」

「いいよ。こっちも弄らないと、だめだったな」

　ピンク色の先端に、今度は常盛が吸いついてくる。

　ちゅぱっと音を立てながら吸われて、部屋中が淫猥な水音で満たされていく。

　くちゅくちゅと舌先で転がされて、三久は腰をひくひくと震わせた。

　隘路が絞まり、指をきゅっと咥え込むと抜き差しが早くなる。

　弱いぷっくりとしたところは、涎に塗まみれて常盛の口内で弄りまわされた。

「あっあっ……。おかしくなっちゃう！」

　羞恥が剥ぎ取られて、本能のまま言葉を吐き出してしまう。

　恥ずかしい言葉をその後も何度も紡ぐが、常盛は上目で三久を見つめてくるだけだ。

「もっとして！　常盛の好きにして！」

「ああ。存分に」

　腰を揺らしながら、蕩ける頭が更に真っ白な快楽の海に沈んでいく。

　その途端、身体中がひくんと大きくしなった。

　はしたない声をあげながら、三久は果てるが指が引き抜かれることはない。

　蜜が溢れだし、足を伝い落ちている。

　ひくひくと隘路が痙攣し、常盛の指に絡んでいた。

「イッた顔。何度見ても飽きない。もっと見たいよ。三久のいやらしい顔」

「常盛なら」

　ほんわかした心地で許してしまう。

　泥沼にでもはまったかのように、頭の中は常盛のことでいっぱいだ。

　また蜜壺を思い切り掻き混ぜられると、強引に官能が呼び覚まされる。

「あっ！　あぁあ！」

「三久、俺だけを愛してる？」

「あたりまえ……」

　三久はぐったりしながら、うっとりと常盛のことを見つめた。

　こんなに好きになった人は初めてだというのに、どうやら常盛はまだ足りないらしい。

　蜜壺に指が挿入されているが、強引に三久は起き上がると繋がりを解く。

　そして、まだ服を着ている彼をそっと見つめてからスラックスに手をかけた。

　常盛は息を呑んだようだったが、気にせずに屹立を引き抜くと口に含む。

「んっんっ……これで、常盛も満足出来る？」

「三久……」

「私だって、常盛のこと大好きだから。いっぱい好きだって伝えたいの」

　その途端、口の中に苦みが広がる。

　口の中で猛りが膨張し、咥えづらくなった。

　初めてのことだが、必死に舌を使って舐める。

　常盛は息を荒げつつ、頭上で「三久、三久」とうわ言のように言っている。

（もう……。こんなこと常盛だけなんだから）

　恥ずかしい想いを胸に秘めつつ、男根をたっぷり含み、上下に扱きあげる。

　鼻腔にはむせるような体臭がするものの、なぜかそれすら心が満たされる媚薬になった。

　きっと常盛は普段は難しい顔で社長をしていて、エッチの様子すら想像出来ないだろう。

　上目でちらりと見れば恥ずかしそうに三久を見つめている。

　そんな表情にどきりと胸を鳴らせて、常盛の想いを満たせるのは自分だけだと必死に舌を動かした。

　ぴくんと男根がひくつくと、常盛が慌てて口から引き抜いた。

「もう、これ以上はっ！」

「でも」

　口を拭うと、強引に押し倒されて足を開脚させられる。

　そして蜜口に猛りをあてがわれると、一気に最奥まで貫かれた。

　熱が子宮を刺激するように、ずんずんと何度も奥を突いてくる。

「あっ！　今日も……なにも……」

「このまま子作りだ。三久」

「でも、私、まだ常盛との時間が欲しい」

　そう言うと、常盛の顔が切なく歪んだ。

　抜き差しは一旦止み、常盛からキスをされる。

　どうしたのだろうと思っていると、常盛は困ったような表情をして呟いた。

「三久と繋がる時間がたっぷり欲しい」

「でも……」

「なんの隔たりもなく」

　言いたいことはよく分かる。

　三久だって同じ気持ちだ。

　今だって腹の奥でひくついている熱をダイレクトに感じて、常盛との繋がりが深いものになっていると実感している。

　でも、それ以上にもっと大事なものを常盛からは貰っている。

　だから、三久にとっては刹那的な快楽を選んで欲しくはないのだ。

「ね？　もっといっぱいしたい」

　甘えた声でお願いすると、更に常盛が困ったように眉間に皺を寄せる。

　そんな困った顔をされると胸がきゅっと掴まれる思いだが、自分たちは交際ゼロ日婚だ。

　付き合っている時間が少ない分、もっと恋人同士の時間が欲しい。

「だめだって言ったら？」

　常盛の低音が甘く耳に流れ込んできた。

「……常盛……は早く子供が欲しいの？」

　ひくんと腹の中で熱が蠢く。

　同時に、常盛の頬が染まった。

（もしかして、本気……で）

「おかしいか？」

「ううん。おかしくない。でも、私のこともちゃんと見てくれる？」

「ああ、勿論。俺が一番大事なのは三久だ」

　そう言われるなり、抜き差しが再開される。

　腹の奥に当たるような猛然とした強さと、身体を揺さぶられて、三久は蕩ける感覚にいざなわれていった。

　襞は男根を思い切り締め上げて、その度に常盛が切ない声をあげている。

　奥を突き上げられ、三久は腰を浮かせた。

「あっ！」

　その刹那、三久の腹の奥に熱が飛散した。

　腹の奥に白濁をたっぷりと注がれて、ひくひくと身体を震わせていると、とろりと熱が伝い落ちてくる。

「……常盛……。もっと、ちょうだい？」

「三久？」

「私、もう常盛のことで頭がいっぱいで。のんびりしていられない」

　激しく愛されて、ようやく常盛のことを理解した。

　きっと彼もそんな思いなのだろう。

　溢れ出た白濁をティッシュで拭われると、今度は常盛の方に尻を向けて四つん這いになる。

　すぐに常盛が猛りを挿入すると、ぐじゅっと音がして隘路が絞まった。

「あぁ！　常盛っ」

「三久っ」

　とめどなく求めてしまうことに抑制も出来ず、三久たちは食事も忘れて抱きあった。






　　＊＊＊






（すっかり子作りしてるけど、やっと係長に結婚したことを伝えられる）

　昨夜も抱かれて、存分に熱を注がれた。

　こんな調子ではいつ子供が出来るか分からなくて、こっそり三久は常盛の性欲をコントロールすることにした。

　放っておいたら、挙式を上げる日までに子供が出来て、おめでた婚になる。

　おめでたいことが重なって嬉しいのだが、以前試着したドレスが着られなくなること、周囲には余計な噂を立てられることが嫌で、それとなく妊娠しやすい日は避妊してエッチをし、常盛の性欲を抑えている。

　勿論、その間は三久だって切ない想いでいっぱいなのだし、彼の想いを無下にしている。

　でも、とりあえず挙式までは我慢して欲しいのだ。

　昨夜も激しく抱かれて、身体がぎしぎしと軋んでいる。

（ああ、嬉しいけど。思い出すと恥ずかしい。常盛を前にすると理性が飛ぶのはなんでかしら）

　幸せに満ちたため息を吐くと、係長のことを思い出した。

　今日こそは面と向かって結婚について報告出来るのだ。

　すっと席を立ち上がり、デスクに向かうと係長の顔が不思議そうに向いてくる。

「どうした？」

「あの、実は、私……」

「うん。もしかして、寿退社か？」

　係長がにんまりと笑って、幸せに満ちた笑顔を向けてくる。

　嫌味ばかり言っていたくせにどうしてだと思いつつ、祝福してくれるのは嬉しい。

「は、はい」

「相手はどんな人？」

「それは、あの……」

　言いよどむと、係長はくるりと椅子をターンさせて背を向けて、外を見つめた。

「もしかして、どこかの社長だったり」

「ち、ちがいます！」

「噂では、良い人と結婚するって聞いたけど？」

「はい、良い人ではあります」

（噂って？）

　首を捻っていると、係長がくるっと椅子を戻して三久の方を見つめ返した。

　今まで冷たく結婚の話を吹っ掛けてきた人とは思えないほど、三久を優しく見つめてきて戸惑ってしまう。

「お幸せに。仕事はどうするの？」

「あ、すみません。夫を支えたいので、退職したいと思います」

「そう。分かりました。せっかく頑張ってくれたのに。良かったら在宅ワークして、新人の指導して欲しいな」

「そんな。私なんか」

　三久は手を振って頬を赤くすると、係長は真剣な眼差しだ。

　信じられない思いだが、そのことは自分ひとりで決めていいのか分からない。

　仕事に生きがいを求めていたわけでもなかったし、初めて認められて嬉しくなり、急にやる気が湧いてしまう。

　何度か常盛に、在宅だったら働けたのにとぼやいたことがあるのを思い出すが、まさか係長まで常盛の『悪友』ではないだろうと思いたい。

　とにかく常盛に相談して、生活に支障がなければやってみたい。

「夫に相談してみます」

「よろしく頼むよ」

「はい！」

　三久は満たされる思いになりながら、一礼して席に戻った。

　まさか係長から認められているとは思わず、嬉しくてたまらない。

　常盛に相談するまでもなく引き受けたいところだが、今、彼は子作りに夢中だ。

　家の中に仕事を持ってくるなと言い出すかもしれない。

　そっとスマホで常盛に事情を相談すると、すぐに返事がきた。

『いいよ。その方が、きっと三久の為になる』

『ありがとう』

　それを聞いて、三久はすぐに係長のもとに戻り在宅ワークをすることを引き受けた。










　それから半年後。

　海が見えるチャペルでは、三久と常盛、そして彼女たちの親族と友人が厳かな雰囲気の中で式をあげていた。

　この日の為に用意された純白のドレスは、裾が長く、首から胸はレースで透け、腰にはリボンがあしらってある。

　ふわりとした印象のドレスで、三久の印象に一番合うものだった。

　牧師が常盛と三久の前に立ち、誓いの言葉を言うように促す。

「汝は健やかなる時も病める時も、汝の夫を愛すると誓いますか？」

「誓います」

　三久に迷いはない。

　勿論、常盛だって同じようだった。

　急にこみ上げてくるものを感じて涙を堪える。

　そして、互いに指輪の交換になると、右手薬指に光るダイヤの指輪とは反対の、左手の薬指を出して、プラチナのシンプルな指輪が用意される。

　常盛が指輪を手にすると、少し震えながら三久の手を取り、そっと指に嵌めてくれた。

　上目で表情を窺えば、いつになく緊張している。

　思えば、見合いの席で会った時も、こんな風に強張った顔をしていたかもしれない。

　指輪の交換が終わると、三久は膝を折り、ベールを捲られた。

「誓いのキスを」

　その言葉と共に、常盛から触れる程度のキスをされる。

　じれったい思いになりつつ、切なく甘く、幸せで満たされて三久は自然と涙が零れていた。

　キスが終わると、上目でもう一度常盛にお願いする。

「幸せにしてね」

「当然だ」

　返事を貰うと、もう一度涙が溢れてしまい、幸せの絶頂なのだと実感し、常盛から涙を拭われると、頬が染まった。

　牧師は幸せそうに三久たちを見つめていた。

　チャペルから見える静かな海は、どこまでも青く、静かで平和そのもの。

　三久が望んでいるような新婚生活を象徴するようで、ゆったりとした式が最後まで執り行われた。







了










著者紹介




如月　一花（きさらぎ・いっか）

埼玉県在住。２０１１年頃からｗｅｂ小説を投稿。２０１６年電子書籍でデビュー。

代表作：『侯爵閣下の甘い誘惑』『不埒な再会愛～強引侯爵は初恋を手放さない～』『オジサマが好きでたまりません！　私たちセフレですが、エロ甘溺愛な関係です』など。







Copyright © 2019 Ikka Kisaragi All rights reserved.





著作権上、本作品の一部、あるいは全部を無断で複製、転載、配信、送信することは禁止されています。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止されています。







※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。






item/navigation-documents.xhtml




Navigation







		表紙



		第一章



		第二章



		第三章



		第四章





















Guide





		表紙



		目次



		本編















item/image/cover.jpg





item/image/002.jpg





item/image/001.jpg





item/image/003.jpg





